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全
國
民
の
旺
盛
な
る
敢
闘
精
神
と
い
優
秀
な
飞
典
器
•
.と
、.
長
期
戰
に
耐
へ
•得
る
經
濟
力
と
を
戰
爭
に
'勝
ち 

拔
く
啟
の
三
耍
仲
^

す
れ
ば
、
經
濟
ヵ
0

高
度
の
紙
織
化
こ
そ
ば
我
が
當
面
の
根
本
的
な
課
題
で
ぁ
る
。
 

本
書
は̂

の
使
ぎ
に
應
べ
ん
が
爲
に
、
我
が
：經
濟
の
全
黻
的
理
解
を
目
指
し
て
先
■づ
，
近
代
經
濟
の
一
般
的 

傾
向
を
取
上
げ
、
，‘次
で
日
本
經
濟
の
近
代
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發
展
を
說
く
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維
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戰
爭
I
行
す
る
た
め
に
は
、
力
.を
必

f
す
る
。
、戰
率
は
、
こ
れ
を
保
持
發
展
せ
し
め
る
國
■

體
の
力
に
よ
つ
て
遂
行
せ
ら
れ 

る
。
從
つ
ャ
、
擧
の
遂
行
を
可
能

I
し
め
.る
力
に
は
、
，f

f
が
が
あ
る
。
こ
.れ
を
大
別
し
て
、
物
理
的
並
に
精
神
的
な
力
と

す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
？ 

 ̂

V

戰&

ゆ
目
的
は
、
相
手
方
た
る
敵
國
の
意
思
，を
、
■紙
辩
か
の
形
態
に
■.お
い
て
、
壓
服
し
て
、
自
國
の
意
志
を
、
そ
こ
に
實
現
す
る
に

あ
る
。
そ
こ
に
馨
目
的
が
霞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
8

が
、
い
は
ゅ
I

I

I
で
あ
つ
て
も
、
ま
た
攻
擊
的
戰
f
 

•

あ
つ
て
も
、HE

的
が
設
I

れ
る
。
.防衛
戰
f
皮
擊
戰
宰
と
の
區
別
は
、J

、

見
困
難
で
あ
る
。
な
ん
.と
な
れ
ば
、
.

f

良
の
防
翻
は
、

I

に
あ
る
か
I
あ

^,
い
づ
れ
に
せ
.よ
、
.戰爭
は
、
戰
嘗
的
を
持
つ
意
志
の
所

|

あ
る
。
從
つ
て
、
戰
鬪
的
精
神
が
最
溯
に
、

.存
在
し
、
ま
た
は
形
成
さ
れ
ル
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

' 

V 

:

か
、
る
戰
鬪
的
精
神
.が
形
成
せ
ら
れ
,
そ
れ
が
敗
實
に
實
現
せ
I
.、
た
め
に
は
、
戰
爭
ま
た
は
戰
闘
の
遂
行
者
が
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
廣
義

.に
お
け
る
戰
闘
の
遂
行
者
ま
た
は
手
段
と
.し
て
考
へ
ら
れ
も
も
の
は
、
軍
そ
の
，も§

で
あ
る
。
、軍
は
、
兵
員

、
-典
器

I
. 

織
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
戰
爭
の
遂
行
に
當
つ
て
は
、
軍
が
最
も
重
要
な
雲
で
あ
る
こ
と
は

' 
い
ふ
ま
で
も
衣
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か 

.
石̂
軍
は
*
戰
闘
的
精
神
と
物
的
戰
闘
力
と
の
み
ご
と
な
、集
成
結
合
が
あ
つ
て
、
戰
刀
の
基
本
を
_
成
す
る
。

’

'軍
I

け
る
組
織
と
し
て
の
將
兵
ル
、
戰
力
の
負
8

、，實
行
者
で
'あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
載
力
は
1
場
に
お
い
て
、
'發
現
せ
ち 

.V
る
。
從
つ
て
.、.將
兵
は
、
.戰
力
の
.綜
翕

、で
あ
る
。
こ
の
綜
合
は
、軍
組
織
と
章
器
と
を
集
成
し
たも

.，

の
で
あ
る
。
組
織
々
し
て
は 

し
勺
要

.因
と
し
て
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
つV

、

動
か
ざ

^:
る
兵
器
、
，武
器
は
、

一
つ
の
.戰
力
の
集
成
で
あ
る
。
前
者
が
、
'能
動
的
讓 

者
で
.
Iに
對
し
て
、
後
者
は
受
動
的
存
在
で
'あ
，

t
る
受
動
的
存
拒
と
し
て
の
兵
器
の
集
成
は
、
.物
的
戰
カ
1

•は
す
も
の
で
：

:;
■■

あ
る
。
む
し
ろ
物
的
戰
ヵ
と
し
て
.の
丘
ハ
器
は
、
f

活
動
的
組
織
力
と
し
て
の
將
兵
を
通
じ
て
の
み
、
そ
の
力
於
發
敗
さ
れ
f
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^
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し
#

る
a ：
力
（
 

:

精
领
的
並
に
物
的
な
_る
も
で
踪
合
と
し
て
の

—

は

、

讓

i

の
力
に
よ
つ
て
、
條
件
づ
.け
ら
れ
彦
な
ら
な
：い
0!

第
-*

に
、
軍 

の
甜
織
に
お
.い
て
は
' (

1

)

總
人
ロ
、

(
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;
}總
人
ロ
^
.
お
け
る
與
子
壯
靑
年
者
の
割
合
が
、
こ
れ
で
あ
り
、
物
的
戰
ヵ
.に
つ
い
て
は
、

C

イ)
1

國
の
經
濟
發
展
の
程
度(n )

そ
の
中
に
お
け
る
軍
事
生
産
の
占
め
得
る
地
位
に
よ
つ
て
、限
定
さ
れ
る
。
M
m重
要
：な
こ
と
は
、
 

戰
爭

.に
對
し
て
、
國
民
が
い
，か
な
る
態
度
を
採
る
•か
で
あ
，る
？

ン 

,

■

,

と
れ
I

f
し
て
觀
察
す
る 
=と
ち
ろ
■に
、
•戰
カS

判
定
の
馨

.於
興
へ
ら
れ
る
。
し
.か
も
な
ほ
、
戰
ヵ
發
現
の
條
件
は
、
，か
.，V
る

も
の
、
みP

な
く
、
自
然
的
要
因
t
數
へ
な
け
れ
ば
な
盒

V
戰
爭
は
、
あ
る
領
域
に
お
い
て
：行
は
れ
る
も
の
セ
あ
る
。
戰
場
が

こ
れ
で
あ
る
が

、

，そ

の

顿

場

の

形

狀

、
地

位

.
氣

候

* .

戰

場

への

距

離

は

、
戰

カ

の

實

規

に

あ

る

-®
件

を

與

へ
-

P

の
で
I
O _

い
ふ

意
味
に4

い
て
、
，
戰

爭

領

域

は

、
自
然
の

'

部
で
は
あ
る
が
、
I

衞
軍
に
と
つy

は
-
.

腕
力——

消
極
的
.
で
は
t

,

が
I

Q

一
部
を

、形
成
し
甚
軍
に
と
？

は
、
戰
カ

S
:現
を
妨
鲁
せ
ら
る
、
も
の
で
‘あ
る
か
ら
、
‘戰
カ
消
耗
の
一
原
因
と
し
て
考
察
す
べ
き
も
の 

.で
あ
ら
ぅ
。
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.戰f

問
題
は
、
馨

の

.性
#
が
進
嚴
し
て
、
そ
の
規
模
の
.衝
大
從
つ
て
ま
た
消
耗
の
增
木
に
よ
つ
て
V緊
急
化
し
て
來
^ ，
戰
爭
は
、
 

い
か
な
る
場

ロ̂
に
お
い
て
' 

,办
の
問
題
と
■關
聯
す
る
.も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
抓|

國
、の
九
の
一
小
龈
介
を
消
耗
す
る
に
過
ぎ
な
い 

場
合
に
は

_大
き
.な
陳
？

は
な
い
。
古
代

.中
-¥
近
代
遙
じ
て
、
大
戰
爭
•が
な
，か
つ
た

S
は
な
い
。
國
を
擧
げy

g

ふ
言
な 

戰
爭
も
ノ
歷
史
め
上
に
は
ノ
珍
ら
し
く
は
な

.̂
た

や

戰

'爭
の
遂
行
者
で
あ
る
國
家
そ
，の
も
'ゆ
は

、

近

代

に

.

.
い

た

る

ま

で

、

七
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勘
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發
f

遂
げ
'る
匕
と
が
出
來
な
な
灰
國
家
の
钮
含
す
る
人
ロ
ぐ
そ
の
持
つ
て
ゐ
る
跋
治
の
飢
織
並
に
經
濟
の
運
霞
ノ
い
づ
れ
も 

h

範
圍
に
局
呢
さ
，れV

.

ゐ
5

國
家
が
戰
S

た
^

滅
亡
丈
る
に
い
た
る
.
こ
と
.が

あ
づ
て
も
、

■

そ
れ
は
、
直
ち
に
從
服
關
に
3

 

て
、

.處
管
れ
得
る
や
ぅ
な
簡
單
I

合
が
多
か
つ
た
o

’し
か
る
に
、
近
代
に
碧
て
、
.
國
家
は
，
風
族
的
國
家
と
し
て
發
展
し
て
來
'-
,

 

た
。
.そ
I

長
は
、廣
沉
な
領
域
に
お
け
る
多
數
の
人
口
を
產
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
•
さ
ぅ
い
ふ
近
.代
的
讓
上
國
家
と
切
戰
淨
は
、 

自
然
大
戰
當
發
展
せ
ざ
i

得
な
い
。
こ
れ
を
i促
進
し
灰
も
の
.は
、
馨
技
術
上
の
革
命
で
あ
る
。
火
薬
の
進
步
•

大
砲
•
小

錄

の

潑

® :

チ
、
：だ

め.動

.齡

.

,

_

，城
湯
池
を
f

,

た
領
主
の
城
塞
を
、
餐

兵
•

傭
兵
.の
た
め
に
擊
破
せ
ら
れ
、火
藥
の
前
S

、
單
奈
石
塊
の
集
積
に
過
ぎ
ざ
る
に
到
丨 

つ
た
。
し
か
も
、
近
代
初
P

の
戰
I

•

そ
の
物
的
戰
办
の
，基
濟
と
し
て
の
經
濟
的
技
術
の
未
發
達
に
ょ
つ
て
、
い
は
ゆ
る
’大

規

犠

爭
に
發
展
し
て
行
か
'な
か
つ
女
。■ 

‘ 

' 

' 

勿
論
い
ョ
丄
ッ
パ
に
お
け
る
£

代
初
期
か
ら
第
.十
八
世
紀
中
葉
に
い
た
る
春
の
馨
は
、
灣
々
大
糧
戰
爭
•へ
の
基
礎
を
作
り

上
げ
て
ゐ
，た
0

‘
そ
れ
は
、
，
戰

爭
.の
内
外
に
對
す
^

意
味
に
お
い
て
さ
ぅ
で
あ
0

、た
。
て

：

.
•〜

 

.

.

後
^

の
對
内
的
意
味
に
お
.
い
て
は
、
騎
士
戰
爭
か
ち
民
兵
ま
た
は
傭
兵
制
へ
の
進
展
で
あ
る
。
騎
士
戰
淨
は
中
世
的
手
工
業
に
照 

i:
c

る

彩

恥

へ

；'

^

の
管

)こ
：：

炸
■

均
_

ゃ
雨
1

の
小
規
模
i

の
た
め
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
し

か

含

、
•民
兵
ま
，た
は
傭
兵
は
、
集
團
的
組
織
に
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.そ
の
一
た 

め
に
は
S

大
な
武
器
•服
駿
な
ど
.の
供
給
を
前
提
上
し
な
•け
れ
ば
な
ら
な
い
。

>

,く
て
、
ゾ
ン
バ
ア

ト

が

、

そ
の
著「

戰
荦
と
資
本
主
義」

. 

で
、
旨
撊
ン
て
.

4
る
や
ぅ
に
、
‘
'規
修
統
1

的
大
量
坐
產
の
出
現
を
促
す
’重
，要
な
要
因
を
形
成
す
る
に
至
る
。

こ
の
や
う
な
大
量
_

制
が
確
立
.
せ
ら
る
、
に
至
づ
龙
の
は
、
產
業
革
命
前
後
に
ぉ
け
る
技
術
の
發
展
の
た
め
で
ぁ
ネ
。

* 
•手
工
工
場

制
へ
の
手
工
業
か
ら
の
敌
展
、
更
ら
把
、
そ
れ
の
機
械H

場
肩
へ
の
進
展
に
、よ
っ
て
、
大
量
生
產
の
陳
題
は
、
解
.決
さ
れ
て
行
く
。
そ
，
 

れ
と
前
後
し
て
、
ョ

よ

ッ

パ
迄

け

る

兵

制

忐

變

革

は

、
國
民
f

形
成
で
S

。
國
民
軍
は
.、‘
そ
s

f

國
民

盡

の

：上
に 

〈

_

.

_

。
窗

の

■

た
：は
、
崖

軍

的

.，
こ
の
兵
S

實

行

霞

、
ナ
ポ
，レ
才
ン
.

ボ
ナ
パ
7

ト
で
あ
っ
た
0

フf
N
K

革
命
は
、
單
に
政
治
機
f

、
國
民
的
霧
の
上
に
置
い
、
. 

.
し.た

，
の

，

で

な

:,
,
<
.
'
:
政
治
に
染
け
名
獨
裁
者
ナ
ポ
レ
オ
^

^

V 

>ナ
ボ
レ
オ
ン
は
、
常
備
麗
軍
を
健
全
，な
財
政
の
上
に
置
か
う
と
し
た
"

.

戰
爭
に
.
、

i

要
な
も
の
‘
は
、，
金
•

金
•

金
.
で
.

る

と

紫

' 

は

T
N

 

ノ
レ
オ
ン
の
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
ハ
か
れ
ば
、
ま
た
、
次
の
年
う
な
言
葉
.を
發
し
：て
ゐ
る
式
國
_

は
す 

,

へ
て
の
基
礎
で
あ
る
。」 r

國
家
は
戰
時
に
お
い
て
も
、
.

平
時
に
お
け
る
と
同
樣
干
分
籰
螽
ひ
、租
税
'
が

彿

.に
す
ぎ
を
い
八
ム

«.
.
の
手 

段
に
I

ず
、
戰
費
を
支
辨
す
る
の
-

で
な
け
れ
ば
，
.國
庫
を
有
し
て
ゐ
る
と
X

な
い
。」

ナ
ポ
.レ
.オ
ン
は
、
平
時
か
ら
戰
時
へ
の
財
氣 

I

の

必

要

を

麗

し

、
.組

f

公
債
へ
の
健
全
な
被
策
の
.必
要
を
感
じ
て
.
ゐ
た
。
.一
八
一
〇
年
十
二
月
、、煙
H

令
S

頭
f

、

W

な

^

新
し
い
課
f

 

く
し
で
、
贿
ひ
得
る
や
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
Y

新
課
税
は
、

’最
も
進
步
L

た
國
瓦
は
■

か
、
る
場
合
の
唯
.—

の
，非

常

手

段

は

、

よ
く
評
畫
さ
れ
た
公
債
で
’
あ

る

と

と

を

知

つ

て

ゐ

る

。

し

か

マ

： 

と
の
手
段
は
，小
2

で
あ
る
と
同
時
に
不
幸
で
あ
る
。
未
來
の
世
代
'
の
人
民
に
前
以
.て
崎
課

す

る

こ

と

で

あ

り

、

現

在

c

人

爱
f

:

v

::
^

J

f

 茗

：か
 

t

 の
—

暴

^
^



.

-く
.も
の
.
.，で
，あ..る
:0
,
.
'
,
.
.
へ,
.
：
.
.
.
：
.
：
：
.
.
.
. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

;

'

ン：
.
.
'
.
、
-
’ 

.

'

,

，丨

1
ょ
々
*̂

、
也
の
原
則
を
採
用
し
た
。
吾
々
は
平
時
人
民
に
玲
ど
負
婚
を
.，か
け
な
い
'#
'

く
、の
課
税
%

必
要
で
あ
る
第
を
^
つ
て
ゐ
る 

4

ち
税
轉
は
、

,1

か
し
か
高
め
|0
-

れ
ず
.、
之
^

上
つ
て
>
,
.
.國
家
危
急
の
際
の
國
庫
を
す
べ
て
支
辨
し
得
る
か
：ら
で
あ
.る
。」(

戰
爭
政

-

治
•
人
間
-

-

-
ナ
ポ
レ
オ
ツ
.の
«

葉
-

-

7
柳
'̂

恭
雄
課)

 

.

'•
•

.

.

.

.

ナ
ポ
レ
f

 X
は
、
か
や
ぅ
に
、
國
家
の
戰
時
.に
勢
す
る
計
畫
免
進
め
て
ゐ
る
0

自
-由
放
任
主
義
.
の
修
正
に
，1

產

業

の

議

獎

勵

.，
財

政
制
度
の
確
立
*

國
營
事
業
に
ょ
る
國
家
收
人
の
增
加
を
V

.

、
も
つ
.
て
、
馨
に
備
へ
て
ゐ
■た
。
と
の
姆
代
に
お
い
て
は
、

一
方
に 

薩
革
命
が
進
行
し
つ
く
あ
り
、
他
方
に
國
玲
常
備
軍
が
建
設
さ
れ
-
つ
、
あ
つ
た
。
i

一
さ
の
滿
礎
の
下
に
.お
い
べ
ナ
ポ
レ
オ
シ
ン 

气

そ

の
T

 

ロ
，
パ
'征
服
の
戰
蓄
實
行
.

こ
、の

戰

當

念

て
.
、
問
題
|

_

つ
た
，き

ろ

は

、
.

ぶ
に
し
て
、
戰
爭
に
所
要 

の
資
金
I

傅
す
る
か
で
あ
つ
た
。
即
ち
入
塵
革
命
に
ょ
る
經
濟
め
發
展
は
、’
市
場
に
#:

第
財
貨
を
供
給
し
得
る
に
至
つ
た
。
問

. 

1

、
こ
れ
を
獲
得
す
る
資
金
で
あ
，る
。
從
づ
て
、
露

の

、、
类

.そ
の
以
後
の
.
戰
爭
經
濟
は
戰
爭
財
政
の
問
題
と
t

て

霞

せ

，
ら
る 

'
、
に
至
つ
た
の
で
あ
る

o,

當
時
公
債
論
が
、
經
濟
學
の
讓
の
對
象
と
セ
つ
.
た
の
も
、
ヒ
の
た
め
で
ぁ
づ
た
。
こ
の
曜
向
は
、
汰
ボ
レ
：
 

、
ホ
ンS

沒
济
、
英
帝
國Q

確
立
K

ょ
つ
て
、‘
大

潘

摸

韋

S

鑒

S

S

.

つ
I

十
丸
世
紀6

戰
爭
を
產
す
る
，

I

つ
，

衣
。
：/
:

 

戰
邵
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
.

戰
#
資
金
の
問
題
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

' 

•
•

 

•

.

.

ご

：

'
‘
：

.

' 

-

 

,

三
.

i 

\

»'
 

. 

/

.
1?
卜
九
出
紀
の
ョ-

ロ
サ
。ハ
を
®

じ
て
.
*
こ
の
こ
，
と
は
事

.實
と
し
て
現
は
れ
*
て
ゐ
る
。
第
十
九
世
絡
初
期
の
產
-^

革
命
女
通
じ
て
.

.

‘ 

許
大
さ
れ
た
I

物
は
、
輕
工
業
で
■
あ
つ
た
。
I

か
る
に
黎
資
材
於
、
重

工

業

的

な

も

の

に

お

ぱ

の

方

面
S

 

. 

け
る
I

は
第
十
九
麓
の
後
半
£

い
.て
發
展
し
.
て
ゐ
る
。
先
進
經
濟
國
と
しV

の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
•
そ
の
資
本
義
の
.重
工
..
.

.業
化
.の
行
は
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
西
谓」

，.八
.七
〇
年
代
•に
屬
し
て
.ゐ
る
。
比
較
的
產
業
革
命
の
遲
延
し
て
ゐ
た
ド
ィ
ツ
に
お
^
て
も
、 

重
エ
業
の
發
展
は
、
ィ
ギ
リ
ス
比
續
い
て
ゐ
-
?
。
：
，
.

：

. ：

'

,

か

立

重
.工
業
Q

#:
_展
.を
兹
礎
的
事
實
4

し
て
.靡
爭
の
樣
相
が
變
_化
し
.
て
ゐ
シ
。'
1

方
に
.
お
い
，て
、
隣
接
す
る
國
家
の
利
益
办
對
立 

に
ょ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
仉
の
國
民
的
菡
礎
に
»

て
，
戰
爭
が
行
は
れ
た
o

,
普
佛
戰
爭(

西
曆「

.
八
：七
；
年)

Q

ご
と
き
も
の
が
、
そ
の
_

t
 

表
的
な
过
の
で
あ
ら
.5

。
他
方
に
お
い
て
、
■

イ
ギ
リ
ス
の
世
界
的
帝
國
は
第
十
七
•

十
八
世
紀
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
，

ラ
ン
ス
の
_

 

爭
に
>

け
^

勝
亦
に
ょ
0

て
成
立
し
た
0

,

一：八

.
1

五
；，年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
沒
落
後
に
.お
け
る
ゥ
ィ
1

ン
會
議
は
、
ィ
ギ
9

ス
W

#
帝
國
の 

.

ョ
ー

ロ

ッ
ハ
諸
國
9

承
認
で
あ
る
.
と
い
ふ
こ
^

が
.出
.
'來
'る
0

.
し
か
多
に
ィ
ギ
リ
.
ス
は
、
そ
'
の
«

民
地
的
領
域
を
增
大
'1
>

つ
、

爾

於

の

菌

も

、
植
民
地p

要
求
を
提
起
し
來
つ
た
。
近
代
初
期
の
商
業
帝
國
主g

は
、.
こ
>
に
轉
じ
て
' H

業
帝
國
主
義
を
塑
せ 

し
め
，た
o
-こ
の
戰f

-

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
强
に
對
，す
る
後
進
諸
領
域
の
國
家
に
對
す
る
时
題
で
あ
る
と
同
時
に
.、
' こ
の
問
題
を
繞
つ
て
の

ハ
諸
列
强
_

の
、驗

负
_

.
を

(

績

讓
 

(

：：v

-

-;
;

'

,

p
 

:
:

'

挪
强
間
.
_

雷

‘
藤

:ft

的

商

業

帝

戀

％

0-

顧

灌

猶

應
^

«:
_

_

'
に
-

}

<,̂
^

規

模
と
性
格
；と
.
に
お
い
‘
て
.フ
'擴
大
#

生
產
せ
ら
る
\

に
至
つ
た
。
•
こ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、(

.)

列
强
、の
生 

產
の
增
大
と
國
(̂

販
路
の
狹
小
化
，に
.ょ
る
國
外
販
路
の
追
求(

ニ
-̂

通
機
關
|

汽
船
汽
車
の
發
展
で
_
あ

る
,°•' 

'

^

お
け
る
ア
，
フ/1
|.
ヵ
.
內
睦
地
帶
办
分
割
の
可
能
性
の
あ
0

た
時
代
の
ご
.と
^

場

合

で

め

る0.
即
ち

一八
七
〇
年
气
に
お
い
て
、
ア
.
フ
リ 

.

力

面

樹

の1
0

%

が
、

〈

刀
割
さ
れ
た
の
み
，で
あ
つ

.'^

が
、：
 

一•
九
〇
〇
年
'
に
は
‘
そ6

九
0

%

が
分
割
ざ
れ
た
*0

か
、
る
犧
牲
領
域
の
狹
少
七
. 

::は
；、

•

植
民
；_

的
分
割
:̂
/

§

猶
1

^

め
集

分

割

：：の
微
膨

^

揚
«,
|

^

^

务̂
:
1

«

_

_
:̂
^

^

^

^̂:
_

_

ゅ
^
^



そ
の
、性
格
に
>

い
て
酷
烈
た
ら
ざ
る
^

.
得
な
い
。
第
一
‘
^

ョ
ー
ロ
ッ
バ
戰
の
ご
と
き
が
、
こ
れ
で
.あ
る
。

、

第
1

次

m
i
l
l

ッ
パ
戰
帝
の
重
要
性
は
、
、
三
ク
の
.
點
に
お
い
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。

，
 

‘

第

一
、
戰
爭
の
參
加
國
の
數
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
西
紀
一
九
一
四
年
の
勃
發
當
時
か
ら
一
九
一
九
年
の
休
戰
に
い
た
る
ま
で
に
參 

,jf
r
し
た
國
家
±
/
數
十
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
5.
^>
-中
央
3-
1
ロ
パ
側
に
お
い
て
は
ノ
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
、

ハ
ン
ガ 

リ
ー
、
聯
么
ロ
國
則
に
お
•い
て
.は
、
-イ
ギ
？
'
ス
、
フ
ラ
ン
ス
"
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
T<
.、
日
本
、
ブ
メ
リ
力
合
.衆
國
.な
ど
の
世
界
の
主
要 

、
國
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
國
は
、
戰
カ
と
し
て
の
'工
業
坐
齑
力
に
.富
ん
で
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
'

' 

第
二
，こ
の
戰
爭
が
世

^;
戰
爭
の
樣
相
を
，呈
す
：る
に
至
つ
た
理
由
私
、
世
界
爭
覇
戰
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
西
紀
1
A-
1
五
年
の
ゥ

. 

イ
シ
#

_
に
ょ
つ
て
確
立
さ
れ
、、
そ
の
後
に
お
い
て
發
展
し
た
イ
ギ

y
ス
帝
國
は

'.
/
'第
十
九
世
紀

.<
7

)後半
に
お
い
て
、
.名
實
と
も
に
.

：

佌
界
帝
國
で
あ
つ
た
。
，世
界
帝
國
と
し
て
の
大
英
帝
國
は
、
存
續
百
年
に
し

て

、
、挑
戰
さ
れ
て
ゐ

る
.0
挑

戰

國は
、ド
イ
ツ
で
あ
る
。

.

ド
イ
ツ
は
、
第
十
九
世
紀
の
.
後
半
に
お
い
て
、
急
.激
に
潑
展
し
、
そ
■
の
窟
カ
に
お
い
.
て
、
'ま
.
た
工
業
力
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
追 

-.

ひ
：つ
か
テ
と
し
て
ゐ
る
o

,
殊
に
ド
イ
ツ
め
重
工
業
，の
發
展
は
、
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
つ
た
。
第
十
'A

f:

紀
の
後
半
か
ら
第
十
九
世
- 

紀
の
飢
葉
に
か
け
て
、 

イ
.ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
世
界
斜
觀
の
戰
#

が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
カ
戰
翁
は
、
國
民
伯
政
_治
革
命 

と
產
業
革
命
と
を
、
そ
の
蕺
礎
に
'f
t

い
て
ゐ
る
。.
い
ま
や
、.
紙
一
.
次
11
!

:

#
戰
爭
と
し
て
.
の
イ
ギ
リ
ス
對
，ド
イ
ツ
の
戰
爭
は
、
發
股
し 

0

、
あ

つ

た

金

融

と
»

エ
業
と
を
、
そ
の
戡
礎
.
に
.置
い
だ
も
の
.
で
あ
る
。
植
民
地
め
再
分
割
ポ
、
' 

そ
の
•重
要
目
的
と
な
つ
て
ゐ
る
と 

と
は
W

ふ
ま
で
も
な
い
,0

- 

* 

•

 

.

 

，第
三
、
戰
爭
の
期
間
の
長
期
に
及
ん
で
.
な
る
乙
と
セ
あ
石
。
.
そ

れ

坟

、

一

九

一

四
年
の
、斷

發

當

時

か

ら

四

年

三

ヶ

月

の

時

_日
を
經
過 

レ
て
.
.ゐ
る
。
こ
の
1

诏
は
ゝ
歷
史
の
■

上
に
記
錄
さ
れ
て
ゐ
る
長
期
戰
爭
、
た
と
へ
.
ば
、
百
年
戰
宰
•

三
十
年
戰
命
•

七
年
戰
维
•
十

'

字
軍
と
い
ふ
や
ぅ
な
も
の
に
此
較
す
れ
ば
、
時
間
的
に
は
、
長
期
と
い
ふ
と
と
5:
:
得
為
、い
。

し
か
し
な
が
ち
、
，同
盟
側
、
、
聯
合
國
側 

•

合
せ
て
、
.七
千
萬
以
上
に
上
る
動
員
と
戰
命
の
酷
烈
他
と
•は
、
.前
古
來
會
有
の
•も
の
で
あ
っ
た
。
戰
線
の
擴
大
も
ま
た
豫
，想
外
の
も 

の
で
あ
つ
た
。

: 

.
 

:

か
く
の
ご
と
き
戰
郇
を
遂
行
す
る
た
め
に

は

、

從
來
.の
あ
ら
ゆ
る
戰
爭
の
經
驗
.以
上
の
も
の
を
必
要
と
し
た
。'.
そ
れ
は
、
戰
爭
の
.進

:®
r

遍
取
^

.

養
硪
讷
檬
相
を
皇
す
各
に
隹
^

た
。

：

#
':
«

の

馨

碑

:い
ま
ゃ
そ
め
問
顧
そ
去
-
^
に
';
*
餐
時
需
嬰
を
充
足̂

，

た

め

：
の

爾

家

；0

全

能

が

%.
ぼ

用

*

^

こ

と

が

間

亂

と

：

■な

.つ

た

。
資

金 

.

.•
喚
靡
す
る
が
、
^
の
_

は
％
甚
し
く
'暴

な

も

の

で

あ
.っ
た
。

こ
の
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
は
.、

.國
家
並
+に
國
民
の
全
能
カ
を
活 

■'
動
狀
態
：束

匮

か.■
^
ぱ
&
''
6
%

い
-'
.
0
.そ
：水
：は
、
美

國

良.の
總
動
員
を
意
味
す
名
？
^̂

，
支
.持
繼
續
す
る
た
め
に
、
動
員
さ
；れ
ね
ば
な
ら
な
’
か
っ
た
の
で
，あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
ゎ
た
く
し
は
、

.

第
1
:次
世
界
戰
#

を
、
總
カ
動 

.,
:>
fi

難
爭
と
烀
：_
:

と
ー
の
戰
爭
：に
'お

ー

髮

_

，
，
國

荩

勵
せ
ら
れ
、
動
員
さ
れ
て
'ゐ
る
。
軍
需
へ
の
集
中
的
動
1
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
VA
t -
だ
そ
の
編
成
替
は
大
規
模
に
行
は
れ
て
ゐ

な
.：い
？ 

.

.

..
,. 

• 

• 

:

.;■
'■
:

. 

: 

- 

-

今
次
，の

vi
l
t界
li
l
id̂
は

.第

【

次

-^
界
戰
爭
ょ
り
も
遙
か̂
大
で
あ
るo

そ
れ
は
、

ョ
，丨
ロ
，
ッ
パ
に
お
け
る
戰
爭
と
東
蓝
に
お
け
る
11
!
 

部
と
が
、
ア
メ
リ
カ
.合

衆

國
の
挑
戰
的
政
策
に
ょ
っ
て
、
合1

的
に
世
界
戰爭
に
進
展
し
た
も
の
.
で
あ
る
。

ョ
1

B
ッ
パ
戰
爭
並
'に
、
. 

_
東

蓝

戰

郇

の

經

締

'を

冷

靜

に

.

觀
察
す
冬
と
、

ア
メ
リ
.力
合
衆
國
の

'
世
界
制
覇政
策
と
大
英
帝
國
の
帝
國
紲
持
政
资
.と
が
顯
著
に
動
い
て 

ゐ
る
o
勿
鼢
•
そ
の
間
に
、
.
ド

ィ

ッ

.

.
の

膨

脹

放

赛.
日

本

の興

瓯

政策
が
存
在
し
、
.
_

_

贫
典
產
：
■
衡
界

政

策

が

#
る'p.
そ
れ
ら
®本

.
： 

.質
は
、
こ
、
，で
は
問
題
，と
す
る
餘
由
を
持
た
な
わ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
9
觉
場
に
お
>
て
、
；_
爭
じ
'つ
\
あ
づ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
？
こ



の
察
實
贮
對
し
て
"

米
英
、の
世
#

讲
«

政
策
は
、'
と
れ
を
妨
害
し
、
抹
殺
し
.ょ
ぅ
と
じ
て
ゐ
た
。
そ
こ
H

#

.

の
原
因
が
あ
る
。

■

か
. ，

•る
.
iの
深
い
戰
铆
で
，あ
る
が
ゆ
えH

•、-

戰
爭
の
目
的
も
明
確
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
の
酷
烈
な
戰

#
の
遂
行
、
規
模
の
廣
次
性

. 
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は
、
第
ー
次
低
#

戰
爭
を
凌
ぐ
も
の
が
.
瓜
る
。
し
か
も
、
こ
れ
に
參
加
し
ら
k

あ
る
諸
國
，は
、

既

に

戰

華

を

豫

想

し

て

、

少

'<
と
も
六 

七
苹
前
か
ら
戰
學
準
備
に
懸
命
で
あ
つ
た
。.
こ
の
點
贮
お
い
て
、
第

一

次
世
界
戰
箏
と
の
.顯
著
な
差
異
が
め
る
。
第
一
次
’世
界
戰
爭
に 

お
い
て
も
、
多
少
の
準
備
は
、
な
さ
れ
て
ゐ
.
た
が
、
，
そ.の
.
準
備
は
跳
沙
に
過
ぎ
で
ゐ
た
や
う
で
.
あ
る
。
し
.
か
る
に
、
.第
二
次
世
界
戰
摩 

に
^

ハ
て
は
、
戰
備
今
^

自
體
が
、
苴
大
な
も
の
セ
あ
つ
た
。
國
家
<0
'

金
面
に
涉
る
戰
爭
準
備
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
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P

许
は
大
規
模
で
あ
ヶ
、
酷
烈
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
戰
维
’
の
目
的
か
ら
も
、
，ま
た
戰
爭
の
準
備
か
ら
も
、
さ
ぅ
い
ふ
こ
と
が
出
來

. 
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.
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•
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.
.

る
？
し
か
も
な
ほ
、
戰
痱
そ
れ
劻
燜
が
茚
的
で
は
な
く
、
そ
れ
は
單
に
手
段
で
あ
る
，か
ら
*

一
定
の
，限
度
が
あ
り
得
る
。
勿
論
、.
：ク
.ラ 

ゥ
ゼ
ィ
ッ
ッ
の
い
ふ
や
ぅ
に
、
戰
爭
は
一
度
で
勃
發
す
る
と
、
そ
れ
自
身
の
論
理
に
ょ
つ
て
動
く
も
の
で
あ
る
？
而
し
て
、
\こ
.
の
論
理
. 

は

、
戰
カ
.の

掘

礎

に

ょ

つ

て
、
條
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

, 

• 

/
, 

•
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. 
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-
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:
ン
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ノ

戰
カ
は
、
戰
爭
の
搽
礎
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
戰
力
を
分
つ
て
、
精
神
力
と
物
力
と
し
、
、こ
れ
に
加
へ
る
の
に
、
阈
家
並
に
軍
の 

盈
織
り
を
も
つ
-X

：-
.し
た
。
如
何
な
る
國
と
い
へ
ど

I
、
弱
.小
の
軍
を
も
つ
も
の
は
、
-
戰
宰
に
耐
え
’
得
な
い
。
こ
れ
は
、
戰
带
に
お
け
る
.

軍
.の
猶
對
的
,̂
.#

性

畫

:!
■%

の
^

:
あ
^

へ
 

$

 

.

.
ぃ
へ
，

.、

.，
•:
:
;
'

,
A在
ヴ
嘯
杀
は
、
總
カ
戰
ま
た
は
金
體
戰
爭
で
.
あ
る
'と
い
ふ
見
地

か
ち
、あら
.ゆ
る
社
會
的
並
に
國
家
的
現
象

^
戰」

の
ー
.
字

を

添 

加
し
て

A
こ
れ
を
羅
列
し
て
、
金
體
戰
宰
ま
た
は
、
總
カ
戰
.维
の
意
義
を
了
解
し
て
れ

?>
か
の
ご
と
き
主
張
を
な
す
も
の
で
.
あ
.る
。
そ 

'

戈
、
恰
度
、.
物
質
を
構
成
す
.る
原
.
子
を
羅
冽
し
’
て
.
、
そ
.
の
物
質
の
本
質
を
知
り
盡
し
て
ゐ
る
と
主
張
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
つ
.て
、

名
と
よ
り
素
朴
な
羝
解
に
外
な
ふ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
#

だ
し
ぐ
な
い
も
の
で
も
、
總
カ
戰
爭
の
形
態
と
し
て
、
武
力
戰
•

經
濟
戰
•思
想 

戰
•

外
交
戰
な
ど
を
揭
げ
る
こ
と
は
、
常
識
と
な
つ
て
ゐ
る
。
さ
ぅ
い
ふ
戰
爭
の
形
態
'は
、存
在
す
る
も
の
で
耖
る
か
ら
、.
そ
れ
.を
擧
げ 

る
•

こ
と
は
、
差
支
な
い
’
の
で
あ
る
が
、
た

、̂
そ
れ
を
並
列
せ
し
め
て
、
斑
代
の
戰
爭
を
齓
解
レ
，て
'.
ゐ
‘
る
か
.の

や

ぅ

に

考
へ
る
•も
の
が 

'

あ
る
な
ら
ば
、
大
き
な
誤
り
で
あ
，ら
ぅ
o

‘ 

'ノ 

• 

丨
' 

' 

' 

•

.

金
^

戰
爭
ま
た
.
は
總
カ
fl
'

f

に
お
い
て
漱
、
，武
力
戰
の
.
外
に
、
經
濟
戰
点
想
戰
•

外
■交
戰
が
存
在
す
る
と
と
ば
事
實
で
あ
る
。
た
气 

そ
，の
あ
り
か
た
は
，
單
に
並
列
的
で
は
な
い
。
そ
，れ
は
* 

t

ベ
て
戰
#

目
的
從
っ
‘

て
ま
た
國
家
目
的
に
よ
0

.
て
序
列
が
敗
へ
ら
れ
0̂
-

. 

$

、
外
交
戰
に
よ
っ
て
、
武
力
戰
以
前
に
、
戰
爭
目
的
•と
同
，

I

な
も
の
へ
を
到
達
す
石
こ
と
を
^

_
カ
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
、
こ
れ
は
、
外
交 

交
渉
に
外
な
ら
な
い
o'

ど
の
外
交
交
渉
は
、
あ
る
場
合
は
武
力
双
•外
.
の
實
力
行
使
に
伴
は
れ
る
。
相
手
國
の
あ
る
階
層
•
民
衆
に
對
す
る 

宣
傅
エ
作
の
：ご
と
き
が
、
こ
.
れ
で
あ
る
。
そ
，の
場
合
宣
傳
戰
と
.も
い
は
れ
得
る
。
ま
た
、，
平
和
裡
に
實
力
的
効
果
を
與
へ
る
經
濟
的
手 

段
が
あ
み
。.
不
買
、
不
寶
政
策
.
の
ご
と
き
が
と
れ
で
あ
る
。
大
敗
蓝
戰
爭
開
始
以
亂
办
一
年
數
ヶ
月
.
の
合
衆
國
の
2

1
求
に
對
す
る
政
策

.'
の
種
々
.相
は
、
そ
の
最
も
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
。 
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.

 

, 

,
•

/
し
か
し
な
が
ら 
> 

武
力
戰
の
開
始——

通
常
戰
爭
•
.の
.勃
發
で
あ
る
が
I

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
外
交
戰
•

經
.濟
_

.•

宣
傅
戰
が
終
了
. 

し
-て
し
ま
ふ
譯
で
は
，な
い
。
武
力
的
攻
勢
と
同
時
，に
、
和
平
提
唱
'を

行ふこ
士
は

、
支

那

事

變

の

過

程

に

お

い

，て

7P
、

あ
っ
た
し
、
英 

獨
顿
爭
_

m
お
い
て
は
、
双
方
と
も
に
‘
試
み
て
ゐ
る
。
武
力
を
懷
ふ
經
濟
戰
は
、
封
鎖
•

通
商
破
瓌
戰
が
あ
る
。
短
波
に
i

る
，ラ
デ
ォ
宣
傳

•

 

航
空
機
祀
よ
る
文
書
ル
投
下
に
よ
‘
る
宣
傳
戰
が
行
は
れ
る
。
.こ
れ
ら
ほ
、
戰f

•
に
お
い
て
は
、
武
力
戰
を
主
體
と
し
て
'
そ
れ
と
の
共 

同
に
お
、い
て
•

統
一
，さ
れ
た
目
的
の
■た
め
^

、
行
は
れ
て
ゐ
る
。 

.
, 

ノ 

/

:
 

‘

;:
•、
こ
.れ
ら
：の
戰
_
の〕

諸
形
態
.
は̂

戰
#

貝
的
、に
よ
0

.て
、
.ゾ 

’



武
力
戰
で
あ
る
。
外
交
靡
•

思
想P

•

經
濟
戰
は
、
武
ガ
戰
に
從
屬
す
る
，も
の
.で
も
な
け
れ
ば
*
武
カ
戰
の
擔
當
者
に
ょ
つ
て
の
み
指
簿 

さ
る
ぺ
含
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
、.
孤
泣
的
に
行
は
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
，、
行
は
れ
て
.
は
な
ら
な
.
い
も
の
で
あ
る
。
.そ
れ
ら 

,

は
、
ず
べ
、
て
，有
機
的
關
聯
に
お
い
て

/>

遂
行
名
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
，̂
の
で
あ
る
： 

.

從
つ
て
、
戰
カ
と
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
形
態
の
戰
爭
を
遂
行
す
る
力
を
い
ふ
の
で
あ
る
？
戰
爭
が
、
敵
ぴ
力
を
擊
滅
す
各
に
あ 

る
以
上
、
そ
の
た
め
に
、
辕
も
重
大
な
關
係
を
有
す
る
も
の
は
、
武
力
で
，あ
る
。
武
力
と
は
、-
組
織
さ
れ
た
，人
的
並
に
物
的
暴
力
で
•あ 

る
。
こ
、
に
紐
織
さ
れ
.
.た
と
い
ふ
の
は
、
，軍
組
織
を
い
ふ
。
幂
組
㈱

は
、•
ハ
一〕

將
チ
0

ー
レ
兵
員5

ブ
兵
器
交
通
具
の
綜
合
的
組
織
を
丨
意 

味
す
る
。
從
つ
て
、
武
カ
と
姑
、
ー
單
な
る
人
的
|

で
|

く
ノ
ま
た
物
的
要
素
で
も
な
.い
。
そ
れ
は
、
實
に
雨
者
の
|

さ
れ
た
力
，
 

で
^

る
。 

——
，，
 

:

』 

.

,

軍
組
繳
や
第
一
要
因
访
、
將
兵
で
あ
る
。
觀
數
の
將
兵
な
く
し
て
、
•
軍
隊
は
成
立
し
な
い
9

軍
隊
を
構
成
し
、
こ
れ
を
認
識
せ
し
め 

る
^

の
は
、
常
に

1

定
量
以
上
の
a'

間
集
團
で
あ
る
。
ご
の
こ
と
；は
、
陸
軍
に
.
お
.
い
て
も
•、'
海
軍
に
^

S

て
も
い
ひ
得
る
と
こ
ろ
で
あ 

名
。
而
し
てr

'

1
.定
量
以
上
の
人
間
集
團
と
し
て
の
軍
9

持
つ
特
色
は
：
そ
.
れ
が
武
器
5:
-

持
ち
、
戰
爭
目
的
の
た
め
.
ぽ
、

こ
，机

を

行

使 

ハ
す
を
と̂
で̂

^

';
'0

'
.從

：
つ

瘦

フ

：
兵

暴

と

«

器

办

 

兵

員

：
 

:〉

數
と
氟
器
の
：利

用

度

痄

來

&

で

證
.ぜ
%
れ
名
'.
<
>
:
.各
_

其
#

も
の
で
I

た
と
•
へ
ば
、M

賊
討
伐
の
ご
‘
と
I

合

丨

襲

f

必
要
と
す
るー

と
文
說
の
軍
隊

—

こ
れ
は
重
裝
備
を
し
. 

て
ゐ
る——

と
.
に
對
す
る
場
合
と
は
、
'
異
れ
る
武
器
裝
備
を
必
.
要
と
す
る
。
こ
れ
ら
成
、‘
戰
鬪
技
術
に
關
す
る
こ
と
で
.あ
る
か
ち
、
そ 

れ
に
對
し
て
關
說
す
.
る
匕
と
を
筍
略
し
.̂

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

'

.

.こ
、
で
、
わ
れ
わ
れの
必
要
な
こ
と
は
、
さ
ぅ
い
ふ
戰
力
と
し
て
の
軍
の
！|
成
の
蕋
礎
と
な
る
も
の
は
、
何
か
の
問
題
ひ
あ
る
。
ま

! 

*
/

-

 .

 

•

 

.

 

. 
-

 

*

 

-

づ 

一•
般
の
兵
員
で
あ
る
，が
、
と
れ
は
い
ー
國
め
壯
丁
數
に
ょ
ク
て
決
定
せ
ら
れ
る
^

壯
丁
と
は
^

普

通

の

概

氣

に

從

へ

ば

^

十
七
八
歲 

か
ら
四
十
五
六
歲
ま
で
の
男
子
で
あ
：る
。
箪
隊
を
權
成
す
べ
き
人
的
要
素
の
總
數
は
•
、

と

ひ

數

に

ょ

つ

：て
規
制
，せ
：ら

る

\

0
 

:女
子
軍
も 

存
^i

す
る
が
、
い
•
ま
だ
そ
の
戰
カ
と
し
て
の
價
値
が
確
定
さ
れ
て
ゐ
な
V

か
ち
、
軍
は
■
男
子
の
構
成
す
"へ
き
も
の
、
し
か
も
、
以
上
の 

'年
齡
»

の
も
.の
が
.ら
形
减
さ
れ
ふ
:%
^

と
み
ザ
太
い
--
<
>..ぞ

'來
る
。

-

:.

..
.

■.、
. 

-
 

-
 

.
 

. 

■

.

,

全
人
ロ
の
半
數は
、

.
女
子
で
あ
名
。
從
つ
て
：、

ER

子
•は
、
'全
人
ロ
の
五
割
を
形
成
す
る
。
十
七
八
歲
か
，ら
四
十
五
六
歲
に
い
た
る
男

«

-

 
•

 -

 -

 

-

 

i 

f
.
i
.

 

:
-
-

•>•

乎
*

ば
£

<0

金
::
'
^
字
數
の
五
ー
割
素
'^

め
：る
ま
の
-%
'

^

て
'̂
^

咴
中
の
青
舶
年
瞢
を
'
 

.十
五
請
か
四
十
允
歲
ま
で
と
へ 

限
定
す
る
場
合
に
は
、
'T

メ
リ
力
合
衆
國
に
お
い
て
は
、
一
一
七
^(

一
 

九
三
五
年)

ド
イ
，(

一
九
三
;\

年
0

お
ょ
び
イ
ギ
リ
ス
本
國C

1 

九
三
七
年〕

は一

•
:六
^

イ
ク
リ
ア(

マ
九
三
六
苹)

お
ょ
び
.
フ
ラ
ン
スC

一
 

九
三
六
年)

一一

四
^

を
持
つV

ゐ
る
か
ら
、
こ
：
の
：̂

齢
層
を
全
人 

ロ
の
四
分
の
一
.

(

ニ

五〕

^

と
み
る
■
こ
と
は
-

大
過
な
い
こ
，と
で
.あ
る
。
こ
れ
が
、
1

國
の
純
疋
澈
意
味
に
お
い
て
の
兵
カ
供
給
源
で 

あ
る
と
い0

て
.
ょ
い
。
た
气
植
民
地
*

屬
領
を
持
つ
國
は
、
こ
0

外
に
、
大
き
な
供
給
源
を
持
つ
と
と
.
に
な
る
o

.
第|

次
世
界
戰
爭
の 

場
合
に
^

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
-
並
に
ワ
ラ
シ
ス
は
、
.イ
ン
ド
、
諸
植
民
地
屬
領
、
北
ア
プ
リ
力
な
ど
.の
！
一
円
沘
年
人
ロ
を
戰
揚
に
浍
つ
て
ゐ

’ 

る
。
イ
ギ
リ
ス
本
國(

大
ブ
J

テ
シ
鳥)

の-
全
人
ロ
は
、四
千
七
百
四
十
萬(

一
九
三
几
年
3

屬
領
に
お
け
る
ア
ン
グ
.
ロ

务

ク

ソ

'
ン
人
一
一
千 

四
；
.

■
'

讓

に

對

尨

■!

■

ン

-ン
ス
は
、
本
國
人
比
四
千
二
百
萬
、
植
民
地
原
住
民
七
千
萬
に
達
し
-て
.ゐ
る
。
べ
ル
ギ
レ
.，，
オ
ラ
ゾ
ダ
の
合
計
人
ロ
は
、
千
七
百
萬
に 

對
し
て
、
植
民
地
人0
.は
七
千
七
.诨
齋
に
键
し
て
ゐ
る.0.
ド
イ
ッ
"ば
‘、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
，デ
ー
テ
ン
地
方
、
チ
.ッ.
.
H
V.の
占
領
保
護



-

t

■

力

論

，
' 

一
四 

Q

A

六〕

領
W

に
ょ
っ
て
、
ド
ィ
ッ
人
ロ
ぼ
九
千
萬
に
達
し
て
ゐ
.る
■
が
、

_

植
民
地
人
口
は
、
皆
無
で
あ
る
か
ぅ
い
ふ
事
例
か
ら
み
る
と
"

軍
へ 

の
兵
員
供
給
源
と
し
て
主
と
1

て
考
，へ
ら
4

.
る
も
の
は
，-
本
國
人
ロ
で
あ
り
、
植
民
地
属
領
の
場
合
は
、
こ
の
總
人
口
に
對
し
て
，、’
極 

め
て
僅
か
尨
割
合
だ
げ
し
か
，、
供
給
脈
と
し
て
の
數
賢
を
持
っ
.て
ゐ
な
.い
0»
,

1

國
の
金
人
口
め
阻
分
の
一
が
、
兵
力
供
給
源
と
し
て
考
へ
'
ら
れ
，、
そ
れ
が
全
部
動
員
せ
ら
れ
る
場
合
，
兵
の
量
の
極
限
に
達
す
る 

の
で
あ
る
が
*

そ
れ
は
普
通
の
場
合
可
能
で
は
な
い
。
•
こ
の
全
人
口
の
四
分
，の
一
の
男
子
人
口
は
、
有
閑
人
口
で
は
な
く
、

ー
國
の
最
，
 

も
重
要
%

坐

產
勞
働
力
を
形
成
す
る
，も
の

‘だ
か
ら
で
あ
名
9

從
つ
て
、
こ
の
壯
丁
層
を
.全
部
動
員
す
る
計
畫
は
，
單
に
.机
上
の
數
字
案

と
し
て
.
の
み
考
へ
得
レ
れ
る
。
齊
通
、の
動
員
は
、.
|

づ
常
備
現
役
，兵
は
行
は
れ
、’
.次
に
豫
備
兵
に
行
は
れ
る
。
從
っ
て
、
年
々
こ
，の
常

•

 
•

 •

 
.

 

..

 

-

 

•

-

.

.

.

.

.

.
.

 

......
 

'

備
兵
を
多
量「

に
有
.レ
、
そ
の
服
役
期
亂
の
長
い
：も
(7
)

.
ほ
ど
，，
多

量

の

兵

力

量

:̂
'
持

っ

こ

と

に

な

る

。

豫

備

兵

期

問

を

四
十
歲
ま
で
上
觉 

め
る
な
ら
ば
、
四
十
歲
ま
で
に
‘死
亡
し
た
典
役
終
了
#

が
、
■
現
役

兵

、の

‘
外
に
、
兵
員
給」

源
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
o 

.次
に
未
敎
育
豫
傭
兵 

(

國
民
其
を
含
む〕

が
丘
貨
給
源
で
あ
る
る 

，

.

-

'

 

、
 

こ
れ
ら
の
兵i

給
‘源
は
、
常
備
{

?
苜
萬
*

服
役
苹
限
}
ニ
年
と
す
れ
ば
、年
々
約
三
十
四
五
萬
程
度
の
壯
丁
を
兵
營
に
送
ら
ね
ば
ら
、ら
な 

い
。
三
部
後
に
は
、
•豫
備
兵
が
、
三
十
四
五
氣
づ
、
形
成
せ
ら
れ
る
。
と
の
，豫
備
兵
が
、
四
十
歲
ま
.
で
と
す
れ
ば
、
全
豫
備
兵
の
員
數 

.
は
約
五
百
萬
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
、
動
員
可
能
*'

は'
六
百
萬
と
み
る
ヒ
.
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
0

こ
れ
は
火
體
の
骱
算
で
.
あ
つ
て
、 

精
密
な
^

の
で
.
は
，な

い

.

.

.

 ̂

.

. 

.

 

■

M

て
、
ヒ
の
動
員
恥
能
最
が
、.
.現
彭
机
動
員
量
ど
ふ
て
、
實
現
す
る
た
ぬ
に
は
、
ニ
っ
の
•
條
仲
が
必
要
で
あ
っ
.
て
、
そ
れ
の
い
づ
れ 

を
缺
い
て
も
V

有
九
な
軍
を
形
成
し
得
な
い
。

.

,

•

•

 

'

 

:

:■
:

:
,'
■
;
«

一.
’

軍
の
顧
參
の
.
方
：面

か

も

制

限
.で̂

今
”

そ

泛
>
:
:軍
組
織
の
鑛
格
に
由
來
す
.
る
.
0
'
.す
べ
-

て
の
.
組
織
が
、.
さ
う
で
あ
る
や
う
に
.■ 

殊
に
軍
は
、
1

0.

の
嚴
格
な
.
执
序
組
織
で
あ
る
。
統
帥
は
、
最
高
の
命
令
權
者
和
ら
、■ 

I

貫
し
‘
て
、
最
：卜
の
兵
員
に
ま
で
達
し
な
け
れ
.

■

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
^

令
に
ょ
つ
て
、
軍
は
行
動
す
石
。
し
か
も
、
こ
の
命
令
は
、
組
織
的
階
層
を
通
じ
て
.、
下
達
さ
れ
る
。
こ
の
任
、
 

■
務
を
行
ふ
.̂

の
が
、
取
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
軍
の
構
成
並
に
行
動
は
、
正
規
軍
に
お
：

S

て
は
、
將
校
VC

ょ
つ
て
、
な
さ
れ
る
。
便
.
. 

.
衣
隊
の
ご
と
き
も
の
で
も
、
若
干
の
伶
揮
者
を
必
嘤
と
す
る
。
こ
の
將
校
は
、
軍
人
と
し
て
特
跦
の
敎
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

\
 

.

他
の
領

域

の

職

？
此
人
が

'

さ
う
で
あ
る
令
う
に
，、
軍
人
と
し
て
の
將
校
ば
、
特
別
に
養
成
さ
れ
ね
ば
^

ら
な
い
。
大
戰
爭
を
展
開
す
る 

場
合
、
住
々
に
し
て
、
終
校
の
數
的
不
足
：を
嘆
じ
な
け
れ
ば
，な
ら
な
い
こ
と
は
；
戰
爭
の
形
態
•規
校
の
變
化
と
と
も
に
，、
殊
に
動
員
黧
.

へ.
バ
ぃ
の
：
播

飢

の

^

合

、
-|
^

城

ね

ば

滅|>
.
_

。
：
將:«_

^

督

學
_

.

;

^

拔
‘せ
ら
れ
て
、
將
校
に

昇

進

す

る

も

の

，と

あ

る

が

'
 

兵
員
，の
增
加
の
ぞ
う
に
容
展
に
な
し
得
な
ふ
0*

そ
れ
は
將
校
の
.上
級
命
令
者
と
し 

て
の
權
威
と
戰
_

遂
行
者
と
し
て
の
技
術
的
、役
割
の
ニ
つ
の
.
面
か
ら
し
か
2>
.

办
で
、あ
ら
う
。
さ
•う
い
ふ
場
合
に
.
お
い
て
は
、

r

般
Ji
:
:(

員

，
 

，
の
供
給
源
が
な
ほ
豐
笟
で
あ
り

^

が
ら
、
將
校
の
不
足
の
た
ぬ
に
、
動
！̂
し
得
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
。 

.

,

,

第
二
は
、
.更
に
霉
要
な
克
の
.
.で
あ
る
。

第
’

一

の
將
校
の
問
題
は
V

.
恨
揮
者
と
し
て
の
多
少
の
能
力
を
犠
牲
と
す
る
な
ら
ば
、
將
校
を
、
 

急
造
す
る
之
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
。
た
^

、
さ
う
い
ふ
軍
は
、
' 

實
カ
の
發
輝
出
來
な
い
低i

戰
鬪
•*

と
規
律
の
•盤
ば
な
い
軍
隊
に 

化
す
る
腐
れ
‘が
十
分
に
あ
る
。
第
..1

の
問
題
は
、
軍
の
戰
カ
に
對
す
る
絕
齡
的
條
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
*

所
要
量
の
軍
隊
に
對
し
て
、

ジ
：

.；̂

裳

藶

猶
^

與
_

©:

鬪
釔
繼
養
也
^

凝
冬
％
_

戍
第
_

'5
:
-薩
扣

#:
:
ー
る
私
系
故
叹
阶
斷
^

匕
の
こ
と
は
、
直
接
軍
に
關
係
す
る
こ
と
で
は
な
く
，、’
戰
カ
釔
形
成
す
る
坐
齑
力
の
問
，題
で
あ
る
。
生
齑
力
は
-

1

歐
の
經
濟
發
展 

-

の
盼
階
如
何
に
ょ
つ
て
異
つ
て
ゐ
る
。’
抵
度
文
化
の
齔
會
、
封
建
的
國
家
、
近
代
資
本
的
生
«

の
機
_

を
持
つ
國
家
，の
間
で
は
、
大
き



vr>r.ザ; 切 : ? - ^

,

.
戰

カ

謫

■ 

■
 

: 

, 

; 

•

ニ
ハ
：.

§

八
八)

' 

' 

. 

* 

, 

■

i

異
を
持
.
つ
.
て
ゐ
る
。
勞

儆
の
組
織
と
搜
術
の
發
-展

が

、
，
ヒ

の

こ

と

&.

騭
現
せ
し
め
^

の
で
あ
.る
。•
生
產
カ
は
ノ
資
冰
盼
生
ft

の
採 

’

用
の
結
染
迤
だ
し
く
增
加
し
て
ゐ
る
。.
T-

ダ
，ムf

ス
ミ
ス
.
の
い
ふ
.
や
ぅ
に
、「

わ
れ
わ
れ
が
、
ぞ
、
も
す
れ
ば
、
掘
办
て
簡
易
な
仕
度
だ 

丨

と
：誤
認
す
る
.觀
度
の
_
仕
度
を
"

文
明
國
虻
お
け
る
最
I

卑
し
い
人
々
に
な
さ
し
め
る
た
め
に
さ
へ
、
數
千
の
人
々
の
援
助
と
協
働
と
が 

'

必
要
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ら
ラ
。
•い
ふ
ま
で
も
な
く
、
彼
の
仕
度
を
以
て
富
者
，の
非
常
な
豪
奢
と
比
ぶ
れ
ば
、
ひ
ど
く 

搠
易
に
觅
え
る
£

通
ひ
な
い
。
\
け
れ
ど
も
勤
飯
に
.じ
て
、
質
素
な
る
百
姓
の
人
の
仗
度
は
、

1

萬
の
裸
の
•野
蠻
人
に
對
し
て
、
生
殺
與 

奪
の
絕
對
權
を
有
す
る
ア
フ
リ
ヵ
の
主
樣
の
そ
れ
に
僳
る
こ
.と
萬
々
で
あ
る
。
こ
の
差
に
比
ぶ
れ
ば
.
、
ョ
ー
口
、ッ
パ
の
王
様
の
仕
度
の 

農
民
の
.
そ
れ
に
.
對
す
る
優
越
の
如
き
恐
ち
ぐ
は
い
ふ
に
.足
ら
な
い
。」 (

國
富
論
第I

篇
第1

章
大
內
兵
衞
譯)

文
明
國
の
生
_產

力

は

、
.
そ：
 

れ
以
前
の
も
の
に
比
し
て
、
多
大
な
發
展
を
經
過
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
た
く
し
が
旣
に
指
摘
し
た
や
ぅ
.
に
、'
第
十
九
世
紀
の
- 

戰
领
の
經
濟
的
側
面
は
、
戰
&

資
金
の
問
題
で
あ
つ
て
、
戰
爭
の
た
め
に
生
產
が
特
に
考
慮
さ
れ
た
の
で
は
な
、か
づ
た
。

'

•

し
か
る
に
**

第
一
次
世
界
戰
爭
は
"

そ
の
樣
相
を
變
化
せ
七
め
•た
。
わ
た
く
し
は
、
そ
の
樣
相
の
變
化
•を
、
戰
荦
の
酷
烈
性
と
い
ふ 

言
葉
で
表
は
し
た
い
。
そ
れ
は
、
戰
爭
が
大
規
模
化
寸
と
同
時
に
集
約
的
と
な
つ
て
來
た
.，の
笮
あ
る
。
こ
•
の
ど
と
は
、
當
時
ま
で
の
生
/
 

.

康
の
增
加
が
、
こ
れ
.を
可
能
な
、ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
'
の
坐
齑
の
增
抓
が
、
戰
爭q

「

つ
の
重
大
な
原
因
と
も
.
な
り
、
戰
爭
の
酷 

パ烈
性
を
實
現
す
る
に
も
至
ら
し
め
た
も
‘
の
で
あ
る
。
い
ま
、
第
一
•
の
^
題
に
も
關
係
が
あ
る
が
ら
、
第

一

次
世
坭
戰
淨
め
金
期
間
に
お 

'
.け
を
動
員
數
を
；.紙
し
：て
置
加
.ぶ
o

:聽
 

-

.，'
'，
ぐ
'

'ぐ
.
' 

.
:
、

' ,:

.x

.
.:
-

.

':'
'

.

1
,:

ゾ
^

■...
:

ド
ィ
ッ
、

 

1

三
、
ニ

 
五 

o、
o

o

o

-

'
' 

V 

.

ォ
：

—

ス
ト
，

sv 

ァ
.：
 

、

.

-

九.
O
Q
©
”
。
©
?
-

. 

ベ
‘

聯
合
國
の

動
員.
兵,
數

X本 國 ルと

1

1「

八
0

〇
、〇
0
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一
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〇
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〇
o

ニ
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o.
、

o

o

o

J

 

九
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c
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o
 

•

九
、
四
九
六
、
三
七

a

1

' 

八
、1

九
叫
、
五
0

0
 

五
、
六
一

五
、〇
o

o
 

一
、〇
〇
〇
"

〇
〇
〇
•

11

一
八o
、〇
o

〇 

八
〇
o

>

o
〇
o
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四
o

o

、o
o

〇
丨

'‘
7t
:

n
o.
"

o

o

o
 

,

■.
一--
八
^

九
、.
七
〇
0
:
.
:
.
. 

. 

'
、

•
.

‘ 

.

f

=r
'

i

'

o、o
〇
o
 

•

.

バ

1
!
九
、
〇
0.
0

"

〇
〇
0

,

■七
四

"
o
o
c
r
〇
，

o
〇.

/ 

. 

パ
の
主
要
參
戰
國
に
お
W

て
は
、
總
人
口
の
一

謫

割
か
ら
，

一

一
割
程
度
に
達
し
て
ゐ
る
。

‘ 

K

'

1

七

C

三
八
九)

の
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 ̂

, 

p
t.r,
 

0 

,
 

 ̂

一

八

(

ミ
九
0)

.
-
.
,

t
飢
を
み
〃
れ
ば
、•
動

員

數

は

千

三

百一
1

十

五

萬
.に
#

レ
で
、ゐ

る

が

、‘
當
.時

す

イ

ツ

總

人

ロ

六

‘千

五

亩

寓

に

，對

.丄

て

、

約
一
一
割
で
あ
る
。

イ

ギ

リ

ス

の

九

百

五

+-
萬

に
.あ

っ

て

は

、

單

に

本

風

人

口

か

ら

の

み

で

‘
•は

散

く

、
自

治

領

兵

並

に

、
イ

ン

ド

兵

を

泡

含

し

て

ゐ

る

か

ら

、

.

本
國
人
口
の
四
千
萬
餘
に
對
し
て
は
、
約
二
割
で
あ
ら
ぅ
。
か4

*

ぅ
な
高
率
^/

醫

は

、
高
度
のH

觀
で
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
と 

,
こ

ろ

で

あ
•る
。
單
に
兵
器
の
生
患
の
み
で
は
な
く
、
高
い
.
國
民
の
經
濟
的
蓄
積
が
あ
っ
て
、
始
め
て
可
能
で
き
。
こ
の
蓄
積
が
、
軍 

事
需
要
に
轉
化
さ
れ
て
.
行
く
の
で
I

O

.

い
づ
れ
.
に
せ
ょ
、
人
口
の一

割
を
動
員
し
得
る
.
國
は
、
世
界
の
一
流
の
工
業
國
で
あ
る
。
そ 

、

れ
以
外
の
國
で
は
、
，こ
れ
に
對
し
て
十
分
教
援
助
5:
-

な
し
得
る
词
盟
國
、
ま
，た
は
借
款
許
容
國
が
な
い
以
上
.、
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
• 

へ
ば
、
第

1
,

次
T

 

口 V
ハ
戰
取
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
は
オ
1

ス
ト
リ
ア
•
ハyガ
リ
1

を
援
助
し
、
ト

ル

コ
•

ブ
ル
ガ
リ
ア
を
救
拨
' 

,

し
f

c
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
'
ガ
>;
'

ア
*

ト
ル
コ
は
自
力
を
も
っ
て
、
戰
爭
に
參
加
す
る
こ
と
^

、出
來
な
か
0

.
た
の
で
あ
名
。：
今
次
の
祖
界 

戰
爭
に
裊
い
て
も
、第
1
'次
世
界
戰
举
に
お
け
る
>

同
*

^

.
ぅ
.
に
、
T

メ
リ
力
'
合
衆
國
の
軍
事
生
^
力
の
反
樞
軸
側
に
尉
す
る
意
義
は 

大
き
な
も
の
で
.
か
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

ノ 

、，
.七

ぐ

,

.

.

. 

ノ
 

.

. 

. 

V

混

在

の

戰

箏

は

、

從

っ

て

〜

高

度

工

業

國

の

戰

爭

で

あ

る

。

高

® '
'
工

業

國

と

は 

> 
次

の

や

ぅ

裊

條

件

を

持

っ

も

の

で

あ

る

。
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こ

れ

に

照

應

し

た

熟

練

勞

働

カ

• 
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•
在

炭

•
石

油

•
電

力

H

ネ

ル

ギ
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十
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な

存
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お

よ

ガ
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拥
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.

樞
#

识
に
^

い
て
は
'
.
卽
本
並
に
ト
.
イ
ッ
、
反
樞
軸
|̂
)

に
お
い
て
は
.、'
米
國
*

イ
ギ
少
ル
*
ソ
聯
が
エ
業
國
と
し
て
の
資
格
を
持
つ
て
■

へ.
.一'

:

^
鋒

请

；高

波

③

讓

國

逆

■

で
^

 ̂

#

—ゅ

厳

業
«0
*

^

^

^よ

っ

ズ

可1[
!

、

：

.

:

カ
、广
.:

.

.
:
讓

篇

議

讓

自
給
率
の
高
い
國
は
、
高
度
の
安
心
を
も
づ
て
‘ノ
ぞ
の
エ
業
生
症
カ
を
直
接
の
戰
カ
に
振
り
向
け
る
と
と
が
出
來
る
0

し

か

る

に

イ

ギ
.

- 

リ
ス
の
言
に
、
そ
の
食
糧
の
三
分
の
！
■?

輸
入
に
仰
い
.
で
ゐ
た
國
は
、
ま
づ
そ
<0

輸
人
路
0

確
保
の
、た
め
に
'

亂
カ
を
割
.かね
ばな
■、

 

•
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
る
制
海
權
の
確
保
が
ノ
こ
れ
で
拿
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
海
^

-
力
の
、
多
く
の
部
分
を
消
遊
的
防
衛
の
用 

其
と
し
て
用
ゐ
な
け
れ
ば
な
k

な
い
の
で
.
あ
る
。
ド
イ
ッ
の
ぞ
れ
は
-

イ
ギ
リ
ス
の
輸
人

依

存

ぬ

此

し

て

は

、
促
度
で
あ
っ
て

',
'
約
一
一 

五
^

で
あ
り
、

.

戰
前
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
政
策
は
、
自
給
度
の
高
揚
化
に
努
ガ
し
，て
.
ゐ
た
.
し
、
ま
た
戰
爭
後
に
お
い
て
、
ポ

.丨

ラ
ン
ド
, 

テ
，ど
マ
，丨
ク
*

オ
ラ
ン
ダ
'

ハ‘
ル
ヵ
ン
地
帶
の
占
领
は
、
そ
の
點
を
改
善
し
た
か
に
考
ベ
ら
れ
るo

問
題
ば
、
坐
肉
•

乳
製
品
•

脂
服
で
：あ 

る
.
、
從
つ
て
戰
爭
ヘ
の
條
件
と
し
て
は
、
高
度
の
工
業
生
齑
力
と
、
と
‘
れ
.と
同
時
に
高
度
の
農
業
生
產
力
と
.
で
あ
る
が
、.
工
業
が
農 

村
人
n

Q

,

l

.者
化
に
.
よ
つ.
V

.行

.は
れ
，て
t

以
土
、
為

兩

者

Q

實

卺

、
基
菡
難
な
こ
と
と
い
は
ね
.ば
な
ら
な
い
。
考

い
4
 

,

. ,

點
か
ら
、戰
爭
し
つ〜

あ
る
國
に
.
お
い
て
，ば
、
可
能
■
で
あ
.̂

限
り
、
■
自
給
目
足
政
策
の
樹
立
^

努

力

し

つ

、
あ
り
，、

と
の
こ
と
は
、

多

'

:

:
 

大Q

勞
働
力
を
必
要
と
す
る
の
>

、
，
量

醫

は

、
か

く

の

ご

春

^*

濟
的
條
件
に
よ
っ
て
、
規
制
せ
ら
れ
ざ
i

得

な

い

。
：現
在
の
戰

.

爭
に
お
い
て
、
ド
.
イ
ッ
が
、
前
大
戰
'よ
I

動
員
兵
數
が
少
く
1

約
一
千
萬
と
傳
へ
ら
れ
て
か
る
の
は
、
戰
爭
經
濟
の
見
地
か
ら
は
、

，
健

鸯

あ

る

と

い

っ

て

よ

：

S

•

で
t

ぅ
。

■

■

'

、

’ 

.

、

戰

爭

の

當

初

の

動

員

に

對

す

る

裝

備

は

、

戰
腩
の
，蓄

g

に
よ
っ
て
賄
は
れ
る
o

,
戰
備
め
蓄
積
は
、
何
處
の
國
に
お
い
て
も
行
っ
て
ゐ
.
.

:へぺべへ1:
薩

謹

,

;:
1

_

顏

::
*

讓

間

袭
^

^

i
 

.

'

戰

-.力

.

論

,

ノ

ぺ
 

V
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パ
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'
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九
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か
.ら
所
要
の
も
の
釔
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
上
：の
蓄
積
は
、
兵
器
の
や
ぅ
に
變
化
發
展
す
る
も
の
、に
つ
い
て
は
、
大
な
る
も
の
で
あ
る 

, 

'こ
と
が
出
來
な
い
？
戰
場
に
，お
い
て
、
敵
侧
の
兵
器
に
對
し
て
、
能
率
の
低
下
し
て
ゐ
る
言
馨
式
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
出 

來
な
い
か
ら
、
そ
の
場
合
は
、.
常
に
"

硏
究
を
行
び
つ
、
、
世
界
殊
に
假
想
敵
國
の
兵
器
の
'
進
步
を
考
慮
し
つ
、
、
兵
器
の
改
良
を
計' 

り
、
あ
る
ひ
は
新
兵
器
れ
考
案
を
行
ひ
つ
\

、
最
新
最
良
の
形
態
の
も
の
\

生
齑
办
を
蓄
積
保
持
し
て
.
行
く
こ
と
で
あ
る
。「

影
の
エ 

，•場J

と
い
は
れ
る
も
，の
i

建
設
、
ま
た
は
少
量
の
敎
育
注
文
を
民
間H

場
に
對
し
て
行
つ
て
置
く
ご
と
き
は
-
、
•

こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 

戰
爭
の
接
货
あ
る
ひ
は
、.
そ
の
勃
發
と
同
時
に
、
直
ち
に
生
產
カ
と
し
て
、
多
量
4

產
.
.の
'可
能
な
形
態
を
採
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
0

ア
メ
ー
':
.
 

:
カ

顏
»

,'
'

:
ま
釦
呔
^

ド
；才
ダ
：の
*;

用

航

察

機

；の
ー
坐

^

,

•

た
^

、
戰
爭
に
際
し
て
は
、
動
員
-

ま
た
は
交
戰
の
結
果
•と
■し
て
，の
損
*

破
壞
な
，.ど
の
た
め
に
、
坐
產
カ
.
の
轉
換
ま
.た
は
、
そ
の
增
/
 

强
は
著
し
く
困
難
を
伴
ふ
も
の
•
で
あ
る
。
從
つ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
の
蓄
積
は
、
，是
非
と
も
必
要
で
あ
る
.。
ど
の
蓄
積
を
强
調
す
る
■學 

紫
に
、
ポ
ッ
ソU

丨(

今
日
の
戰
爭)

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
*

.
戰
備
の
‘
ス
ト
ッ
ク
は
1

1

應

退

黻

で

あ

る

か

ら

、

そ
れ

だ

：̂

苒
生 

■產
過
程
か
ら
は
、
脫
落
す
.
み
。
從
づ
て
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
、
坐
產
的
に
消
費
さ
れ
る
場
合
と
異
つ
て
、
生
產
資
本
の
減
、私
^

な
る
か 

•'
,
.ら
、：

ぼ
縮
少
：と
尨
ら
於
名
を
故
な
綠

V
I
;
#

は
、
，■こ
れ
で
あ
る
：。
民
需
は
、
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
軍
需
べ
の
迂
囘
生
產
的
役
割
を
演
ず
る
も
.
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
み
を
壓
：

 

■
縮
す
ル
ば
事
足
り
る
や
ぅ
に
考
へ
る
'こ
と
は
、
無
謀
で
あ
る
。

ー
國
.の
經
濟
は
、
比
較
的
長
い
期
間
に
つ
い
て
、
，1

定
量
の
も
の
で
あ 

る
か
ら
、
そ
の
一
定
の
坐
產
物
を
、
如
何
に
、
.
處
娌
す
る
か
は
、
長
期
戰
、
短
期
.戰
の
ご
と
き
戰
爭
ゴ
樣
相
か
ら
判
定
さ
れ
ね
ば
な
ら 

.
な
ぃ
も
の
で
ぁ
冬
乂
そ
こ
に
は
、
軍
の
統
帥
营
と
經
濟
の
指
導
者
と
の
間
に
、
完
全
に
し
て
.
賢
明
な
協
調
が
行
は
れ
る
こ
と
.を
必
要
と
::

-ナ
る
て
あ
ら
う 
o
-
‘ 

パ：
.
.
：
 

-

:

.

.

. 

...

^

^

^

-

:高
度
^

-'
3

:
集
國
に
味
れ'
^

;*-
'

;̂
:0
?

.「

_

-̂

爾
^

^

ネ
.と
假
定
尤 

n

.̂

睪
咬
、
次

ご
と
く
で
あ
る
。 

,,.

*
、
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子

女

.

子

.馨

人

一

口

奪

動

員

部
■

.鄭
-,
:
ー
署
.數
5

.

四
0

"

〇
〇
0

"

〇
0

〇
人

.

• 

•

，

ト
四G
r

〇
〇
o

、〇
〇
o

-

:

.

 

ノ

•

- 

. 

■ 

-

3

'

o

o

o

d

o

o

-

.
 

V

.

八
"

〇
〇
〇
"

〇

〇

〇
- 

;

.

.

I 

二
、o
o

〇
、o'
〇
.〇 

'

と
の
場

合

：
‘，常
備
軍
を一

百
萬
と
す
れ
ば
、
動
員
は
’セ
s

w

l

o

一
 

百

乾

の

常

備

軍

は

、
，
常

に

應

勞

働

か

ら除
か
れ
て
ゐ 

數
で
ぁ
る
。
售
し
く
七
百
萬
の
-

寶
が
行
は
れ
る
。
こ
の
場
合
、'
七

百

萬

は

そ

，•の
殆
ど
大
多
數

は

、
■.各

種

の

靡

業

勞

働

ヵ
と
し
て
役
. 

つ
て
7

た
も
？

ぁ
る
力
ら
そ
の
國
.
の
經
濟
界
せ
、
セ
苗
萬
の
勞
働
，者
の
缺
PS
-

を
生
ず
る
。
ヒ
れ
を
以
前
の
狀
臉
に
ま
S

補
す 

^
の
は
四
十
五

プ

歲
以
.上
の
有
聞
男
子
、
十
七
.
、
八
歲
以
上r

四
十
歲
，位

ま

で

の

攻

子

で

あ

ら

ぅ

。

而
し
て
，
、

八

J
&

萬
の̂

隊
r

參

聽

難
_

;1
砸

: l
::
i

，

:;
I

t :
- l

纖
1 ;

纏
1 :

意

1 :
.
.
:っ

着
^

と
す
る
。
從
つ
て
‘、
殘
存
靑
狀
年
曆
を
，
二
百
萬
と
計
¥

f

き
、
ニ
千
八
百
萬
の
.發
働
者
が
必
要
で
t

o

 Z
J

の
部
分
が
填
補
就

七
百
萬Q

外
に
ニ
千
I

w

f

、宴
と
す
る
。
從
つ
て
、
嘉

|

遙

.
舊

働

者

賢

の

み
.

|

、
不
足
す
ぎ
I

な
，
：，
、
s 

f

に
女
募
働
者
の
配
置
が
問
題
と
1

つ
て
來
る
。‘

つ
て
か4

A
J

と
は
高
度Q

經
狹
的
發
展
の
な
い
國
に
；お
い

て

は

、
絕

對
h 

N
：

可
能
で
ぁ
f

x

ベ.
き
で
ぁ
る
。
，そ
と
に
近
代
戰
に
お
け
る
英
員
動
員
の
最
も
趣
大
な
規
制
的
要
素
が
ぁ
る
。

戰

力

論

(
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九
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四
y

八

あ
る
程
度
の
技
術
を
，飾
提
と
す
るJ

.

國
の
工
業
力
を
規
制
す
る
も
の
，は
、
第

I

に
は
、.
.勞
働
力
で
t

。
こ
の
こ
と
は
、
旣
に
、
記 

す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
^

デ
兵
力
量
と
勞
働
力
量
4

は
、
兵
員
、
勞
働
者
と
い
ふ
關
係
;̂

お
v>
.て
ば
、
同
じ
給
源
か
ら
*
得
ナ
る
も
の
で 

あ
り
、
從
づ
て
、
そ
こ
.
に
，‘
あ
る
比
率
が
存
拒
也
权
ば
な
~ら
な
い
Q

こ
の
此
¥

は
、.
兵
員
.
一
-A

に
對
し
て
必
要
と
す
.
る
軍
事
靡
樂
勞
働
. 

者
.

5
听
敷
*

に
よ
つ
て
決
^

せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
ポ
ッ
.

ソ

1

一‘
丨
の「

，今
日

の

戰

淨

」

に

聆
$

’て
.
は
、
と
の
此
率
女
第
-
ー-次
抵
界
戰
爭 

以
場
合
の
7

メ
リ
ヵ
‘
に
つ
い
て
は
、
ニ
對
十
七
と
し
て
ゐ
る
。
4>
'

0

の
戰
淨
に
，お
い
て

.は
、
豫
想
せ
’
ら

る

、
と

こ

ろ,̂、

ョ
ド
口
-
ッ
バ 

の
大
國
に
^

い
て
は
、
1
,對
十
八
で
お
ら
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
計
箅
は
、
や
,\
:

過
.大
に
歡
つ
て
ゐ
る
.
や
ぅ
に
.考
へ
ら
れ
る
。
J1
1

-確
な

計
量
に
贫
く
も
の
で
は
な
い
が
、
”
わ
れ
わ
.

は
>

こ
.
れ
を
一
對
六
丨
一
〇
と
|み
て
上
>

の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
從
つ
て
、
兵
員
並
に

■.
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觀
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柩
_

證

_

*

爾
％
靈

_

重
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霧

編

歡

陳

署
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_量
め̂
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ノ

重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
反
い
，。

緊

‘
舜
必
要
勞
働
者
を
譽
へ
動
貴
す
石
こ
と
は
、
經
濟
的
に
み
て
不
利
で
あ
る
が
、
現
代
の
高
度
の
機

械
化
部
隊
は
、
重
エ
業
勞
働
者
を
兵
畏
と
し
て
、
歡
，趣
す
'̂

こ
と
は
、
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
戰
力
の
基
礎
と
し
て
の
工
業

, 

• 

. 

, 

' 

— 

. 

_

と
直
接
戰
力
と
し
て
の
軍
と
■
の
、必
要
ば
競
合
す
石
こ
と
と
な
つ
て
ゐ
る
。

，

.

.一：〉

一#
雾 
i

^

^

^

î-
_

^

^

#

^
良i

^.

現
ぼ
:̂
-

が
存
勸
_

が
■

働
者
の
移
入
'

Q

ご
と
き
は
、
旣
に
行
は
れ
で
ゐ
厶
と
.
こ
ろ
，で
あ
，る
が
.、
こ
，の
^

と
は
"

自
國
民
と
の
比
例
を
失
し
て
.
ま
で
行
ふ
こ
と
は〔

自
國
の
た
め
に
も
、
ま
た
被
征
服
國
の
-
た
め
に
も
‘出
來
な
い
と
?:

ろ
で
あ
る
。•
從
つ
て
、
軍
■
の
，給
源
れ
大
本
が
自
國
ま
及
は
本
國
人
口

■.

•
.
.
.
- 

.

に
あ
る
と
同
じ
く
、
產
業
勞
働
者
の
給
源
も
さ
ぅ
で
あ
る
o
: 

- 

•

ニ
-:

軍
事
黯
_

の
遂
徉
の：

た
め
,̂

、'
^

允

戰

力

實

現

：の
把

^
^

が
あ
つ
た
。
而
し
.
て
、
軍
事
鹿
業
そ
れ
自
賸
の
運i

l
y

安
全
化
の
：た
め
に
は
、
そ
の
.
原
料
問
題
が
あ
るo

自
國
妁
に
お
い
て
.、
原
料
が 

獲
得
し
得
る
場
合
は
、
敵
側Q

•多
少Q

議
を
受
け
た
と
し
て
ち
そ
、

Q
f

帶
が
占
領
さ
れ
,

^

限
り
、
軍
事
産
業Q
運
鮮
大
き
及 

打
擊
を
加
ベ
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
料
の
鑫
を
*

自

讓
P?

、
殊
に
運
.

の
安
全
，性
を
確
へ
傲
し
：得

る

自

糧

f3

に
お
い
て
、
 

供
給
し
得
る
國
は
、
裳
に
お
い
て
存
在
し
.
な
W

ま
、主
要
國
に
お
け
る
重
要
原
料
に
，つ
い
て
、表
示
す
れ
ば
次
.の
ご
と
く
で
あ
る
。
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.

こ
れ
ら
の
數
字
は
、
第
二
次
ョ
ー
口
ッ
パ
’
戰
爭
勃
發
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
と
の
'
戰
荦
の
•
世
.界
戰
爭
へ
の
進
展
に
よ
っ
て
、
軍
行
動 

に
よ
.っ
て
、
占
.領
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
從
っ
て
今
日
に
聆
い
て
は
、
原
料
支
配
に
っ
い
て
の
•
關
係
は
、
相
違
を
來
た
し
て
ゐ
る
-° 

米
英
側
に
知
い
て
は
、'
南
洋
領
域
の
贫
配
ま
た
は
利
用
權
を
喪
失
し
て
ゐ
る
し
、.
樞
軸P

に
あ
っ
て
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
櫚
民
地
を
：
、
 

失
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
料
分
布
の
大
體
の
傾
向
は
、
こ
6

表
に
_よ
つ
て
、
窺
.ひ
得
.る
分
あ
ら
.
ぅ
。
こ
の
表
の
示
す
と
こ
ろ 

は
、
第

一
.

に
、
原
料
資
材
の
偏
在
で
あ
る
。
原
汕
の
ご
と
き
は
、
ソ
•
微
と
合
衆
國
に
偏
在
し
て
ゐ
る
。
銅
の
ご
と
き
も
、
英
米
ソ
領
を
•: 

多
置
に
產
出
す
る
。
ゴ
ム
の
ご
と
き
は
、
.
イ
ギ
リ
ス
海
峽
植
民
地
の
特
產
.
で
あ
る
が
、
W

ま
や
日
章
旗
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。

• 

全
體
と
し
て
み
る
と
"

イ
ギ
リ
ズ
帝
國
は
、
資
派
の
’豊
富
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
.
そ
れ
.
は
も
と
.
よ
り
イ
ギ
リ
ス
，本
國
の
そ
れ
で
は
な
く
、
 

植
民
地
風
領
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
:.
0

こ

の
塲
合
輸
發
距
離
と
安
，金
性
が
問
題
と
な
っ

.
て
來
る
。
資
源
の
不
足
に
懷
む
代
表
的
な
も
の
；
 

は
、
イ
ク
リ
ア
で
あ
ら
ぅ
.0

良
好
の
狀
酿
に
あ
る
も
の
と
み
ら
‘れ
る
も
の
は
、
米
合
衆
國
で
あ
る
。
し
か
も
、.
こ
.

の
顧
に
お
い
て
も
、

-

完
全
は
期
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
ゴ
ム
、
¥

マ
ン
，ガ
ン
の
ご
と
含
重
要
物
資
の
不
足
は
、稷
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
と
と
ろ
で
あ
る
0

-:
ぐ 

こ
の
た
め
の
苦
慮
は
.
/'

ア
ス
リ
.力
の
參
謀
本
部
の
資
源
觀
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
戰
略
的
資
源
の
重
要
視
が
こ
れ
で
•あ
名
。

•
'
.
.
.

戰
略
的
資
深
と
し
て
、米
國
の
參
謀
本
部
が
擧
げ
て
ゐ
る
.
も
の
'
に
、十
四
あ
る
，。
そ
れ
は
第
一
級
、第
一
一
級
、第
三
級
に
分
け
^

れ
る
。

.

第
1
-M

の
戰
略
的
資
源
と
は
、
金
然
外
國
に
依
存
し
て
代
用
の
不
十
分
な
も
の
o

-
ア
ン
チ
モ
1
|、1

マ
ン
ガ
ン
こi

ッ
ケ
ル‘

1
1
1

 

.

ネ
•

坐
絲
•

ク
ロ
ー
ム
•

マ
'

i
i

ー
ヴ
麻*
水
晶
•

ゴ
ム
■
•

錫
o 

■ 

‘

第
二
級
の
戰
略
的
資
源
と
は
、.
國
内
の
坐S

の
不
十
分
を
填
補
す
る
た
め
‘
に
輸
入
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
雲
毋•

- 

水
銀
•

タ
シ
ダ
ス
テ
ン
が
あ
る
.
。

■

■
 

: 

: 

:

:

- 

第
三
級
に
は
國
内
に
お
い
て
大
體
間
に
合
‘
ふ
代
用
品
が
あ
る
が
、
尙
ほ
輸
入
品
の
方
が
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
も
の
、
即
ち
椰
子
油
の：

ご
と
き
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

' 

:

/

 

.

.

こ
の
外
に
，
米
國
.
の
參
謀
本
部
は
、
.
單
に
戰
爭
.
の
た
.»

に
必
要
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
爾
民
の
生
活
の
た
め
に
、
■是
非
な
く
て
は 

な
ら
ぬ
も
の
を
十
五
ば
か
り
擧
げ
て：

ゐ
るc

々
ル
ミn

ゥ
f

 -

石
綿.

n

ル
ク
M

.I
;

H

沃
度
•

パ
ン
ャ
•

阿
片
•

光
學
m

レ
ン
ズ
。石 

炭
酸
•

ブ
テ
チ
ナ
•

タ
ン
二
ン
原
料
•

ッ
オ
ー
ル
*

バ
ナ
ジ
ゥ
ム
*

羊
港
*

こ
れ
で
あ
各
0 

•

:

大
運
戰
维
に
よ
つ
て
、
か
れ
ら
が
南
洋
地
帶
を
失
つ
た
こ
と
は
、
•

こ
の
苦
悩
を
、

一

層

_

し
く
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
で 

原
料
は
、
戰
ヵ
經
濟Q

議

嘉

成

す
f

 6

で
あ
る
か
'ら
、
戰
爭Q

,

忙
對
し
て
、
重
要
p

i

。-
,念

ゆ

ぇ

g
、

ま
た
ど
の 

問

證

戰
f

重
大
な
原
因
のI

っ
と
し
て
も
考
へ
ら
れ
る
。V

Q

こ
と
：

T

原
料
問
題
の
戰
ヵ
と
し
て
S

要
性
を
示
す

^!
の
で
あ 

る

フ

ォ

、ン
ュ
將
軍
の

.言
葉
と
し
て
、
鞭
場
に
お
け
る
.一 .

稿
の
右
汕
，は
、

一
微
の

.
血
■
に
等
し
い
と
い
ふ
の
は
、
端
的
、に
、
戰
カ
とb

て

,

:;
:1

^

;*

谓
牲
_

語
：玄

:<
0

,
:#

本
^

_

:

1

齡
_

樣

爾

_

_

歡
佩

號
I:
.參
照
せ
よ)

,
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九
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.
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.
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れ
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ふ
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:
-な
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<

9 量

：
 

そ
の
も
の
が一

つ
の
力
だ
か
ら
で
あ
-
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
力
•を
眞
實
の
力
と
し
て
發
現
.
せ
し
め(

f

の
.
は
、
靡
な
る
置
で
は
な
‘ 

い
。
殊
に
人
盼
戰
カ
の
場
八
^

お
い
て
对
、
精
神
力
が
大
き
な
問
題
と
し
て
、
立
.
ち
現
•ば

れ

今

A
J

の
こ
.
と
に
ク
ぃ
て
、
ナ
ボ
レ
オ
ン•

 

ボ

ナ

パ

ア

ル

は

、
次

，の
や
ぅ
に
い
つ

.
て
ゐ
シ
o 

• 

. 

'

1
~銘
記
す
べ
き
は
、
兵
士
の
數
は
全
く
問
題
で
な
い
と
い
t

と
で
あ
る
o

そ
し
て
、
，ま^.
將

校

お

よ

び

下

士

官

が

指

撺

す

る

と

と
を 

會

得

し

た

と

き

の

み

、
、
兵

士

に

若

干

の

期

待

を

か

け

得

る

と
ふ
こ
と
で
あ
•
るo

予
が
大
軍
隊
組
織
の
成
功
を
か
ち
得
た
の
は
、
ご 

，
敏

力

' 

諭

' 

ニ

五

(

三
九
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ヶ
¥

間
た
ぇ
ず
撋
練
さ
れ
，た
軍
隊
が
ブ
ゥ
ロ
才a

ユ
の
營
地
.
忙
お
い
て
で
あ
つ
た
O

J

O一
 

八
0

七
年)

ま
た
、
.

い
0

て
_ゐ
る
0

, 

.

,'
,

.

'

■

二
人
の
兵
.士
を
作
り
上
げ
る
の
に
六
ヶ
月
を
要
す
る
と
い
ふ
の
は
、誤
議
で
あ
る
。
菩
々
は
僅
か
六
ヶ
月
で
は
軍
隊
を
組
織
す
る
こ 

と/
か
出
來
愈
K

ジ.
X

マ
ブ
.
の
»

鬪
で
九
千
の
オ
ー
.
ス.
ト
リ
ァ
.
軍
忙
鄴
し
、
フ
ラ
y
.
ス“
軍
は
五
萬
の
犬
軍
を
擁
し
て
ゐ
た
。
§

の 

,

，
四
年

間

は‘フ.
.ラ
.ンK
軍
は
實
に
笑
止
な
方
法
-
で

歡

ひ

，
て

ゐ

.
‘た

。

こ
，
の

ft

爭
に
お
'
い
.

V
、

勝
利
を
博
し
た
も
の
は
、
新
レ
い
募
兵
で
は 

な
か
つ
た
。
經
驗
の
あ
る
古
い
部
檄
が
勝
つ
た
の
で
あ
.り
、’
そ
の
す
ベ
.
て
は
、
ブ
ラ
；

v

ス
f

.

の
時
、
前
線
に
淺
さ
れ
た
退
役
兵
で 

..

あ
つ
た
。
新
し
い
募
兵
は
、
或
ぼ
逃
亡
し
或
は
‘死
亡
し
て
了
つ
た
。
そ
の
中
の
若
干
の
も
の
の
み
が
殘
存
し
て
、
時
を
經
て
ょ
き
兵 

、.
.士
ど
鉍
つ
た
も
の
で
あ
る
^

ド

 

そ
：れ

は「

人
の
其
ホ
を
作 

り
上
げ
る
た
め
■

に
、‘
.

a

1

.

‘マ
人
は
六
ヶ
年
間
敎
育
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一

1
;

千

名

ょ

り

な

る

ロ

ー

マ
.
の

一

軍
團
は
優
に
三
萬
の
軍
隊
に 

:

远

敵

し

た

。¥

は
\
ー
 

萬
五
千
の.護
衛
隊
を
！
^
い

て

、.囲
萬

の

大

軍

を

打
•ち

破
.つ
た
9

予
，は

新

し

い

募

兵

を

^

つ
て
、
.
戰
爭
す
る
こ
と

..

.

.

.

.

.

 

•ノ

...

 

，
.

.

.

.

.

.

•

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

，は
、
十
分
愼
ん
で
ゐ
る
。J(

戰
荦
•

政
治
•

人
間)
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
：

S
:

は
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「

兵
士
の
.數
ょ
れ
も
、
精
神
力
こ
そ
が
、

へ
勝

負

：を
決
定
す
.る」

と
一
い
ふ
こ
，

•
と
が
.
あ
み
。
勿
論
*
こ
の
こ
と
は
.、
絕
對
的
命
題
と
.解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
.0

‘相
當
な
闘
志
の
敵
方 

!

.

に
あ
る

場

合

、

顯
著
.
.な
數

め

差

，は

，

.

.

.精
神
カ
を
も
0

、て
、
：如
何
と
も
：な
し
得
：な
_
シ
^
^ま̂
.た
優
秀
；な

機

械

的

攻

擊

カ

を

前

に

し

，て

>
 

■

.

.
神
力
を
過
大
に
評
價
す
る
こ
と
ば
出
來
な
：

S
。

精
神
力
も
、
あ
る
限
定
を
持
つ
べ
き
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
’な
い
が
、
さ
ぅ
い
ふ
前
提
： 

:

に
お
：い
て
.
も
*/
'

精

神

カ

は

重

要

：で

あ

今

、

:-
.
ノ 

-

■.
: 

:

 

■

.

.

.

圃&

的
■
精
神
と
忍
ぎ
力
の
な
い
軍
隊
は
、
た
と
广
優
秀
友
機
械
的
攻
擊
力
を
持
つ
て
ゐ
る
場
合
で
も
*

.
そ
れ
を
有
効
^

使
用
し
得
'# 

い
場
合
が
多
いf

軍
隊
の
.
.訓
練
が
重
要
視
せ
.ら
る
V

の
，は
、
.

こ
.

>
で
あ
る
？
而
し
.て
、
軍
の
精
神
力
は
、
最
高
統
帥
者
の
命
令
が
、
最

下
末
端
と
.
い
た
る
ま
で
嚴
茈
に
實
行
さ
.
れ
*
る
と
こ
.ろ
に
あ
る
。
そ
の
だ
办
に
は
、
軍
は
、
あ
.る一

點
に
精
神
力
を
集
中
し
て
ゐ
な
け
れ

-

-

:■
:
 

.. 

.
.•
.........'. 

■
 

. , 

■-
-

-

.

.

ば
な
ら
な
.
い
。
軍
の
精
神
の
凝
集
中
心
點
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
最
も
童
要
視
さ
れ
る
も
の
は
、
：國
君
ま
.た
.
は
國
家
に
對
す
る
將
兵
-
の

.一

•. 

.
J 

. 

, 

. 

■ 

.
1

•
忠
誠
心
で
あ
‘る
。

' 

こ
の
忠
誠
心
に
よ
づ
て
、
將
兵
の
行
動
が
指
導
ざ
れ
、
動
扒
さ
れ
る
場
合
、
軍
は
一
絲
亂
れ
な
'
い
規
律
の
下
に
あ
る
。 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、「

萸
士
の
第
1

'
の
特
質
は
、
誠
實
と
規
律
で
あ
.り
'

'|
|

氣
は
、
第
ニ
_

的
た
る
に
す
ぎ
荩
い」

と
い
ふ
.所
以
で
あ
る
。

,

而
し
て
•
.か
、
る
忠
誠
心
を
涵
養
す
る
も
の
は
、

ー
國
の
よ
き
歷
史
的
傳
統
と
、
，よ
き
、統
治
と
秧
序
で
、あ
り
、
戰
爭
に
軚
け
を
有
的 

'

の
明
確
性
、
そ
の
大
義
名
分
で
あ
る
ヴ
そ
の
匕
と
.の
た
め
に
？
盡
忠
報
國
の
精
神
を
發
露
し
、
命
を
鴻
毛
の
輕
き
に
比
し
て
、
歡
然
死 

に
赴
く
の
精
神
を
保
持
し
得
る
袱
態
で
あ
る
。
こ
の
狀
態
'
^
-精
神
的
_に
は
、
最
高
の
も
の
で
"あ
る
.が
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
ご
と
き
あ
0 

て
は
、
.必
ず
し
.も
、
さ
ぅ
1
は
.な
い
？
ナ
ポ
レ
分‘X

はT

わ
れ
ら
の
軍
隊
は
何
故
ョ

J 
ロ 

r
パ
に
お
，い
て
最
强
.で
•あ

る

か
.
■ °
そ
れ
は
最 

.も
よ
く
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
の
：み
な
ら
^.
\s
M

C
最
も
.よ
き
衣
食
を
供
袷
さ
れ
て
'ゐ
る
か
ら
'で
あ
る」

と
，い
つ
て
，ゐ
る
。
こ
の
^
葉
に
^

’

へ
ば
、
ナ
ポ
レ
オV

,
Q
T

軍
隊
は
、
組
織
と
衣
食
の
優
良
性
と
に
よ
つV

、

交
.へ
ら
れ
で
ゐ
.
る
.
も
の
.で
ぎ
る
。
こ
の
と
と
ば
、
ナ
ボ
レ
オ 

ン
が 

ョ.
r

>-
:
ッ
，■/
'
.ハ
：大
陸
.を
席
.棬
し
が
.ら
、'-
*
-ゥ
：1

於
：ル
：.：ロ：
^
^
^
^
 ̂

セ
ン
ト
V

へ
レ
ナ
島
に
淋
し
い
略
年
.を
送
る
に
至
つ
•
た
. 

.

重
大
：な
原
因
の
マ
つ
で
あ
つ
た
と
，い
ふ
こ

2

が
.
出
來
る
.で
あ
ら
ぅ
。
軍
、の
精
神
の
凝
集
點
が
、r

よ
き
衣
食」

に
あ
0
た
か
ら
'
で
.
あ
る
。

#

^

y

c

:そ
れ
.が
不
可
能
と
な
：る

.と
：き:'
.
*
'
'そ

，
：
の
へ
軍

•は
^

崩
^

 

,.:.i 

..-7
 

.

. ノ
へ
:'
.

.
軍
の
貧
の
優
秀
性
は
、」

窜
を
保
持
す
る
.
.

一
.

つ

の

議

孟

る
I

は
、f

で
I

分̂
^

.
で
あ
つ
，て.
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
，
車
に
拿
の
能
率
化
の
た
め
セ
'あ
る
。
軍
の
精
神
の
.凝
集
點
は
、
歷
史
的
傳
赖
と
し
て
-

の
國
家
國
君
. 

の
名
響
，で
あ
り
、
鞔

铘

目

的

兄

置

か

れ

ね

ぱ

、な

ら

&.
'

い
0

ゎ
が
皇
軍
に.ぉ

，け

写

陛

下

の

軍

緣

：
一

.と
い
ふ
觀
念
は
、
最
も
よ
く
こ
の
凝
集

點

を

形

成

し^

ゐ

る

も

の

；
で
，
あ

る

.
士
.

い

，
ふ
.
こiが
出

双

る

。
M

戰

苦

鬪

も

、

.、
困

苦

缺

乏
.
も

、
，
か
.
A

ろ
；
檄
神
的
勝
集
：に
よ
つ
て

.
、
：
.
.克
服
せ'

,

.

\ 

.
 

.
 

.

.
 

‘
、
 

.

.

. 

ノ

： 

•蛾
.

力
 

/ 

输 

' 

-

- 
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ら
れ
て
、
輝
し
>

戰
果
を
擧
げ
て
ゐ
.る
。

_

か
、
る
美
第
な
精
神
的
凝
敗
點
を
持
つ
て
ゐ
七
か
ら
こ
そ
、
务
の
軍
隊
.
'-(
D
'

指
揮
者
は
、
精
織
な
，用
兵
作
戰
と
親
切
な
兵
の
取
扱
が
要 

望
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
ま
す
ま
す
輝
け
る
精
神
力
を
發
揮
し
得
る
か
ら
，
あ
る
。
そ
し
て
、.
.か
、
•
る
精
神
力
を
、
最
も
有
効
な
兵
器
に 

ょ
つ
て
裝
樹
す
る
と
と
こ
•そ
、
そ
の
戰
ガ
を
ま
す
ま
す
發
撣
せ
し
め
る
^

の
で
あ
り
、
，且
つ
敗
側
の
軍
隊
に
對
.す
る
思
想
宣
他
に
對
し
' 

て
搬
護
す
る
も
の
で
あ
る
。

'

,

.

，

.

し

.

. 

■ 

ノ

-
o 

'
 

' 

' 

. 

. 

_ 

:
い

戰
カ
と
し
て
の
精
神
的
要
素
は
、
單
に
葷
に
對
し
て
の
み
要
求
せ
ら
る
、
も
の
で
ば
^

い
。

-
そ
れ
は
均
し
ぐ
國
民
一
般
に
對
し
て
も 

要
求
す
ら
れ
る
。
苟
と
t
れ
ば
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
も
い
ふ
や
ぅ
に
、
:：
國
民
と
'軍
と
は
密
接
不
可
離
の
關
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
:

「

'
軍
隊
は
、
國
民
の
中
に
そ
の
极
そ
持
つ
0-

要
す
る
に
、
國
民
を
形
作
る
一
部
で
あ
る
o
‘
從
づ
て
、
總
カ
戰
に
お
け
る
軍
の
强
弱
は
國
:■ 

民
の
取
體
的
經
濟
的
お
ょ
びi

l
#

的
强
弱
に
左
右
さ
れ
る
。
就
中
、
精
神
力
は
、
非
常
な
長
期
に
亙
る
戰
爭
'に
際
し
，
國
民
維
持
の 

>:
-
.
'
:
'
^'
:

_
の
坐
*:
_

«
に
_
^:
;

^
處

«:
'

紀
隹
石
1|
猶
ヵ
わ
费
お
漱
淡
_
馬
に
暮
き
を
^

め
に
こ
の
種
の
戰
维
に
最
後
の
決
を
與
へ
る
も
，の
で
.あ
る
。
惟
ふ
>に
今
日
何
れ
の
國
家
も
軍
の
裝
備
ぞ
訓
練
を
等
閲
に
附
し
て
は
ゐ 

■な
い
。
而
し
て
、
た
,̂

精
神
的
團
結
の
み
が
、
國
民
-̂

し
て
戰
時
恶
戰
苦
鬪
の
.中
に
在
る
軍
に
終
始
新
た
な
る
精
神
力
を
注
人
し
、 

軍
の
た
め
&

し
、
^
時
の
若
難
の
中
に
お
い
て
ぢ
將
ま
た
敵
の
戰
，#'
•

行
爲
の
下
に
お
い
て
も
•
自
ら
必
勝
の
信
念
に
燃
え
敢
然
. 

と
し
て
、
抵
抗
を
繼
續
さ
せ
る
の
で
'^
る
。」(

國
家
總
カ
戰
間
野
後
夫
驛〕

.

.

.

v

 

.

何
ゆ
象
に
か
く
の
ど
と
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
.
る
の
で
あ
る
か
。

-

. 

. 

. 

• 

' 

:「

吾
々
は
敵
の
意
志
を
竹
破
し
、
戰
後
.に
お
い
て
は
、
戰
爭
の
慘
狀
に
堪
、へ_
、
そ
の
後
方
に
お
い
’
て
は
、
た
と
へ
.
敵

の

占

領

地

域
^-
■
に

•

お
い
て
も 
>
'
.敢
然
こ
れ
に
反
.抗
せ
ん
；が
た
め
に
、
數
ケ

.
月
、
數
ケ
年
に
苴
り
敵
に
對
抗
し
そ
至
大
の
カ
を
發
揮
し
得
、.
凡
ら
ゅ
る
每
' 

:

險
を
認
識
し
、
且
つ
戰
淨
の
永
續
^

と
も
矿
、
ま
す
ま
す
發
生
し
易
含
種
々
の
疑
惑
に
對
し
て
も
、
精
神
的
に
も
、
肉
體
.的
‘に
も
毅 

'然
た
る
强
カ
な
國
民
を
必
要
と
ず
る
。
薔
し
總
カ
戰
は
一
步
‘も
假
借
し
な
い
1<
?

總
カ
亂
^;

、，
與
に
も
女
に
も
そ
の
極
限
を
要
求
し
、

. 

、
.與
子
を
，
そ
■の
目
標
と
す
.る
の

み

で

な

く

、、夫
々
子
を
危
險
の

/
地
.
に
、出
し
て.ゐ
る
婦
人
に
も
直
^:

指
郎
せ
ら
れ
る
か
'ら
で
あ
.
る
。」(
同 

.

.
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.

こ
の
と
と
は
、
戰
線
の
領
域
的
擴
大
に
お
い
て
み
名
こ
と
が
出
来
る
。
從
來
帶
狀
•の
領
域
を
戰
線
と
し
て
形
成
せ
し
め
て
ゐ
た
が

航
空
機
の
發
達
は
、
と
れ
を
航
空
機
の
航
續
可
能
•
の
半
徑
に
ま
で
抓
し
擴
げ
て
ゐ
る
。
戰
線
は
、
軍
の
對
抗
に
お
い
て
は
、
今
日
に
お

'

.
一

•
 

■ 

. 

...... 

- 

* 

• 

*
 

r 

• 

■ 
. 

* 

.

い
て
も
、
な
ほ
帶
狀
の
領
域
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
し
.
か
る
に
、
戰
睜
は
、
こ
の
領
坡
を
越
ぺ
て
行
は
れ
て
也
る
。
戰
線
に
お
い
て
は
"

.

:

ノ
あ
ら
ゆ
>

兵
器
の
攻
擊
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
.
場
合
に
は
、
主
と
し
て
>

-
航
空
機
に
よ
る
攻
擊
で
あ
る
0

從
つ
て
、

.
ゾ
攻
擊
(0
*

と
賛
と
尨
、
裏

る
:̂

め
'

、
:-
'

令
^

::
| 

し
て
、
最
も
有
利
な
地
理
的
條
件
に
な
い
場
ん
ロ
の
•
外
は
、
そ
れ
は
常
‘に
攻
擊
の
可
能
性
に
爆
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
國
民
一
般
に
對

.

.

し
.
て
、
戰
場
に
あ
る
の
精
神
が
要
求
せ
ら
る
\

の
は
、
當
然
で
あ
各
0;
.

.

.

ぐ
:.
'

:

;

:國
掛
ニ
：般
&

 

t

々
'

へ

(

、
:-
:
ハ
.
ァ
;;
:
':
:'
:

っ̂̂
 

'  

|
:

も
の
で
あ
る
。
敵
國
民
に
對
ず
る
宣
傳
.戰

，
思

想

戰

は

、
そ

の

國

民

の
精
神
的
思

«

的
崩
壊
を
_

指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
_
カ
の

...-
へ

.

/

 

.

.

. 

. 

*
:
.，
.
.
パ
.
-
- 

. 

r 

. 

. 

デ

デ
:::,..へ

:0
':
,

--
'

:

:

w

■'
'
 

.
'
パ I

 

.

の
.潜
入
•

航
空
機
に
よ
る
文
書
ビ
ラ
の
撖
布
な
ど
が
.あ
る
。
そ
の
目
標
.
と
す
る
と
こ
ろ
.
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
。 
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一
 

咸
族
對
立
要
求
の
激
成
、
第
一
次
世
界
戰
#

の
場
合
、
英
怫
米
側
が
、
中
來
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
に
對
し
て
行
っ
た
直
傅
は
、
民

.;!
•. 

.パ 
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.

族
自
決
主
義
？J

あ
っ
た
。
こ
れ
盧
傳
は
*

中
央
ョ
ィ
ロ
ッ
パ
諸
國
の
や
う
に
民
族
的
-に
複
合
國
家
で
あ
り
、
そ
の
對
立
の
激
甚
で 

•

あ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
有
効
で
あ
つ
た
。
中
央
諸
國
の
勝
壞
の
一
半
の
原
因
は
、
こ
、
に
あ
つ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

現
在
の
世
與
戰
带
贮
お
い
ゼ
も
、，
米
英
側
は
、
大
東
蓝
戰
多
に
關
し
>

、「

白
人
對
有
色
人
種
の
戰
乘
で
，菸
る
こ
と
を
宣
傅
し
、
樞 

§

の
足
並
み
を
攪
亂
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
ま
た
相
不
變
民
主
主
義
的
民
族
自
決
主g

の
宣
傅
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
効
粜
は
擧 

,

つ
て
ゐ
な
い
o 

,
'

一1

•
國
內
不
平
不
滿
の
激
化
*

坐
敗
•

政
治
な
ど
の
狀
態
忆
欄
す
る
眞
實
4

し
く
は
虐
構
の
.
言
•
葉
を
流
布
し
て
、國
內
の
對
立
を
激
化
'

 

し
よ
う
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
戰
時
生
活
の
窮
屈
化S

、
.

國
民
に
深
く
認
識
了
解
せ
し
む
み
こ
と
$:
•

要
す
る
。

’.三

、
戰
鬪
れ
結
果
に
關
ず
る
虛
耩
の
宣
傳
、
‘戰
果
を
誇
大
£*

ー
且
傳
し
”

國
民
に
跃
戰
，思

想

を

蘩

成

し

、

士
氣
の
沮
喪
を
招
來
し
，よ
う

.

'

と
す
る.も
の
で
あ
る
。
こ
*

の
點
に
お
い
.
て
、
わ
，が
大
本
熱
、の
發
表
の
芷
確
性
が
、
世
界
的
信
用
を
博
レ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
强
，味
で
..

あ
る
じ
、.
眞
實
は
、
最
良
の
宣
傳
で
あ
る
士
い
ふ
命
題
を
證
據
立
て
て
ゐ
る
。 

：

四
國
的
に
お
け
る
相
手
國
に
對
す
る
同
情
の
獲
微
で
あ
る
。
親
米
•

親
英
論
者
な
と
と
い
ふ
も
の
-
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
さ
.
う
い
ふ
分
：

へ
子
を
育
成
發
展
す
る
た
め
に
敵
國
が
あ
ら
ゆ
る
X

作
？:
.
な
す
場
合
で
あ
る
。

、

、

か
く
の
ご
と
き
國
家
内
部
の
擴
亂
，は
、
現
に
戰
筚
に
為
い
て
ク
敵
•對
し
つ
、
あ
る
國
家
間
に
お
い
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
か
の
ご
と
一
一 

く
で
あ
る
。
短
波
ラ
デ
オ
の
聽
取
は
嚴
重
に
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
。
郵
便
交
換
の
方
法
も
存
柢
し
な
い
。，
人
を
派
す
る
4

と
は
"

素

よ

：り
； 

不

可

能

、で
.
あ
ふ
。
し
か
し
な
が
ら
、
宣
傅
は
、
あ
ら
ゆ
.る
手
段
を
通
■じ
て
行
は
れ
る
。
最
も
’普
通
に
行
は
れ
.
る
と
こ
ろ
は
、
中
立
國
人
：.

 

の
使
用
で
あ
る
Q

而
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
い
‘莫
大
な
費
用
を
惜
ま
な
い
も
.の
で
あ
る
か
ら
嚴
戒
を
必
要
と
す
る
。•

と
れ
ら
の
思
想
戰
に
對
處
す
る
た
め
に
对
、
國
民
を
し
_
て
確
淨
た
る
精
神
カ
を
保
持
せ
し
-
め
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
。
國
民
の
精
神
的 

凝
集
'點
は
、
旣
，に
軍
の
場
合
に
指
摘
1

た
と
同
樣
で
あ
る
。
國
君
'

國
家
に
關
す
る
歷
史
的
傅
銃
、
名

，#
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
を
根 

幹
と
し
て
、
ft

民
團
結
の
®'

化
を
徹
底
、す

る

の

で

あ

る

。

;

• 

”

’

上
'-
•

-

”
政
治
的
亂
緖
め
<
暴

_

政

治

的

對

逸

來

疋
:^

の
.
政

傭̂

、

る
。
ド
ィ
ツ
‘
の
場
合
に
，お
い
そ
は
、
ナ
チ
黨
、
ィ
タ
1;
-
.ブ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
シ
ス
ク
黨
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
、

一
國】 

黨
の
调
栽
を
實
現
し
て
か
る
。4

が
國
は
、
こ
；れ
と
異
つ
て
、
.

1
君
萬
民
の
翼
贊
體
制
が
あ
る
。
米
英
は
、
な
ほ
政
黨
組
織
を
維 

持
し
つ
、
あ
る
が
、
大
統
領
ま
た
は
首
相
の
獨
裁
化
的
傾
向
は
、
顯
著
に
"
現
は
れ
て
ゐ
る
。

，

.

.

.

.

/

、
ニ

社
#

的
共
同
一
致
、
國
民
の
生
活
，の
窮
屈
北
は
，
戰
時
に
お
い
て
、
不
可
避
で
あ
る
。
上
の
た
め
に
、
國
民
的
酔
結
の
弛
廢
す 

.

る
や
ぅ
澂
傾
向
は
、
嚴
に
輕
戒
を
必
要
と
す
る
。.
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
お
け
る
炭
斷
夫
，の
罷
業
の
ご
と
き
は
、
旣
に
解
淡
•し
た
や 

'

ぅ
で
あ
る
が
、
戰
時
に
お
い
て
比
、
、最
も
不
利
な
行
動
で
あ
る
。
わ
が
隣
保
班
制
度
は
、
實
質
的
方
両
に
令
い
て
は
、
圑
結
强
化 

.

の
意
味
に
お
'̂

て
は
成
功
し
七
ゐ
る
と
い
は
れ
ば
な
ら
な
い
？ 

-

,

.

三
'

思
想
指
導
ま
た
は
思
想
戰
に
關
す
る
適
切
な
方
策
が
あ
‘
る
。

.

，

'

■ 

•
、
■ 

'

ニ

'

:

'

:

*
 

.

,

直
接
戰
カ
を
も
ヴ
，て
.
し
な
い
國
內
攪
亂
政
歡
は
、
敗
想
;®

と
し
て
篇
.
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
，思
想
戰
に
は
、
積
極
的
に
儆
國
に
對
し
て
行 

ふ
も
の
と
，
防
衞
的
忙
思
想
攻
勢
に
對
處
す
る
も
の
’
と
な
る
。
從
つ
て
、
ビ
れ
を
表
示
す
れ
ば
、
次
の
ご
'>
.
く
で
.
あ
ら
ぅ
,°

戰

力

酶

s

o

 

3



镣

力

論

，、

い

：

. 

、 

5
ノ 

S

O

S

'
1

〕

^
國
.の
思
想
崩
壤
|:
.目
標
ミ
す
る
も
の
'

6
.
1

)

：
中
立
.國
の
思
紙
動
向
を
ェ
作
す
る
こ
芎
に
ぇ
っ
て
、
自
國
側
に
立
た
し
め
る
も
の

c

ィ
：> 

褙
秘
的
思
想
戰1

' 

.思

.
：

了

|

|

8 0
1 !
1 |
! 1
1 !

ピ

！

昏

！

.

.

.

.

.

(
C

ハ〕

敎
W

的
思
想
戰
一——

國
內
に
お
け
-る
思
想
確
立
政
维 

,

•
• 

• 

,

■
と
の
_稹
極
的
思
想
戰
>

防
'
衞
的
思
想
戰
*

敎
育
的
思
想
谶
^.

そ
れ
ぞ
^ 1

孤
立
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
.な
い
。
相
互
に
，有
機
的
關
聯
に 

立
つ
も
、の
で
あ
る
/°

か
、
る
有
機
的
關
聯
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
‘も
の
は
、
自
國
に
お
け
る
思
想
的
統
一
で
あ
る
メ
こ
れ
灰
く
し
て
、

ー_

« -
'

1 :

_
_
_
_
鼢_
_
_
_
濟_
_
1:#
_
_赛
麻_
參
嫌̂

^

か
、
る
中
心
點
が
、
實
質
W

に
確
立
さ
れ
X

ば
、
こ
の
中
心
點
を
旋
廻
點
と
し
：て
、
思
想
戰
の
種
々
相
が
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
處
を
得
て 

舌
^

す
る
と
と
が
出
來
る
。
從
つ
て
、
ま
.
づ
lif
'

阃
忆
お
け
る
.思
想
の
確
立
で
.
あ
る
。

1

國
は
、
ぞ
の
歷
史
を
持
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
そ
. 

の
發
展
と
、
發
展
に
ょ
つ
て
、
達
す
る
こ
と
の
出
來
た
段
階
と
が
あ
る
。
こ
の
發
展
.の
經
過
の
呻
に
、
mL
'i

衰
敗
の
時
期
も
あ
つ
た
で 

あ
ら
y

が
、
そ
の
國
と
し
て
の
存
立
の
理
由
を
持
つ
に
至
る
で
，あ
ら
う
し
、
ま
た
國
と
し
て
の
發
展
の
方
间
.を
定
め
得
る
に
至
る
で
抄 

ら
う
。
そ
の
方
向
を
、
現
在
置
か
れ
て
，ゐ
る
驰
位
と
カ
と
に
汰
つ
て
、.
計
量
熟
考
し
て
、.
出
て
來
る
も
の
が
、
.國
是
と
も
い
ふ
べ
き
も 

の
ひ
あ
る
。

1

國
の
風
想
に
は
、
，ざ
5:
.^

ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た.

1

國
に
は
、
ぞ
の
.建
國
の
當
初
か
ら
一
つ
の
高
い
理 

1-

を
持
つ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
，る
。
ざ
う
い
ふ
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
高
い
理
想
が
、
歷
史
の
段
階
段
階
に
お
い
て
、
■顯
現
し
た
形 

態
が
あ
^

た
で
'あ
ら
う
レ
'

ま
た
現
在
の
段
隙
.
に
聆
い
.
ズ
、
持
つ
べ
き
形
態
が
港
へ
ら
れ
る
。
理
«■

は
、
常
に
抽
象
的
靈
で
#

す
る
：
 

の
尉
し
て
、
瘙
史
的
現
實
は
1

.そ
れ
の
具
體
的
.形
態
を
®

求
.す
る
々
さ
ぅ
ぃ
ふ
具
.體
的
形
態
.に
.
魟
ぃ
弋
、
高
い
理
想
は
、
始
め
て一

つ
の
政
策
ま
た
は
體
制
へ
實
現
化
ざ
れ
.る
o
. 

. 

; 

;
 

• 

'

"•
，

そ
れ
が
陶
是
の
具
I

形
態
で
あ
る
，
從
つ
•
て
、
そ
れ
は
、一

國
の
置
か
れ
て
ゐ
る
歷
史
的
時
期
と
、
そ
の
存
在Q

世
界
‘的
地
#:
-
-

の
：
 

港
■傲
に
よ
つ
て
、
袂
定
さ
れ
石
も
の
で
あ
K

>

.

腐
象
の
理
想
ぞ
た
は
大
方
針
が
、
と
‘
れ
で
あ
る
。
國
是
と
は
、
こ
れ
で
あ
り
、
そ
？ 

,

國
是
•
の
個
‘
々
.の
現
象
形
態
的
政
策
.
へ
の
適
用
が
*

阈
策
で
あ
る
へ
國
是
從
つ
て
、
ま
.た
除
策
も
、
単
な
る
思
ひ
ク
き
で
は
レ
い
。

：
.

■
;
: 

U
:
哀

：の
ー
置
撤

：

猶

論

遞

篇>
撕

揭
.：の
：導

思

き

：で
：あ

名

::
;.0

_

に
は
、’
政
治
*

經
濟
，1±
#.
.
の
一
切
の
諸
科
學
吖
眞
の
篇
合
の
•
上
に
建
設
•
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る.

o

而
し
て
、
そ
れ
ば
、
0 -
に 

對
し
て
は
、.
民
族
，の
生
命
を
龋
動
せ
し
め
、
，

.
外
に
對
し
で
は
、
自
國
の
理
想
。
理
論
•

行
動
を
是I

I

せ
し
め
る
力
を
持
つ
こ
と
.
を
：要
す
る
0 

さ
’

い
ふ
性
格
を
#

つ
理
論
體
系
は
、
.
作
つ
た
も
の
で
は
な
く
'>

成
ク
/

た

も
の
で
あ
る
。
.
少

，
く

と

も
、
長
い
歷
史
的
發
展
と
民
族
の
生

命
を
打
ち
达
ん
だ
も
の
‘
で
‘
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

，
 

：

'■
• 

V

.

.

.

: 

• - 

.

. . 

、

. 

 ̂

-

國
拖
は
*

國
家
目
的
を
規
制
す
る
,̂

の
で
あ
る
か
ら
、
ヒ
れ
が
確
立
.
さ
れ
て
始
め
て
、
％

家
目
的
も
明
瞭
と
な
る
。
戰
爭
は、

.一

つ 

,
.
の
_

家
目
的
を
追
究
す
る
*^

的
手
段
で
あ
.る

.0

.
こ
の
手
段
は
、.
國
是
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
、い
。
無
名
の
師
を
趄
す
こ
'•と 

.
の

.、；
古

來

戒

め

ら

；れ

て

ゐ

ざ

(0

は
、
大
義
名
分
を
特
た
な
い
か
ら
で
办
る
。
大
義
名
分
と
は
、
確
乎
た
る
國
是
.に
よ
つ
て
、
指
導
さ
れ 

.

-て
ゐ
る
^

と
.が
あ
る
.°

戰
雜
が
無
名
,(
0

隊
で
な
く
、
.
大
義
名
分
を
持
た
ね
ば
な
ら
.ん
い
と
い
は
れ
る
の
は
V 

ニ
0

の
.孤
凼
が
あ
る
0

_'
.,
;そ
. 

f
.

の
第
.
ぐ
ば
、
'そ
れ
に
よ
つ
て
、
國
_

の
全
_

成
：2
:を
戰
银
に
對
レ
て
、
忠
誠
な
ら
し
め
*

こ
れ
に
協
力
せ
し
め
る
た
め
ザ
あ
•
る
？
第一

.1 

は
、
‘
戰
郇
の
長
期
化
す
る
場
ム
ロ
广
國
家
的
、
.
從
つ
ズ
史
た
國
民
的
團
結
の
强
靱
性
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、發
生
す
る
か
ら
泛
多
る
0 

•

,1H
:

抓
の
諸
國
に
お
い
て
は
、
な
t

ら
か
の
意
味
に
お
い
て
、
國
楚
を
持
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
、
た
だ
、’
そ
の
國
の
歷
史
的
發
展
と
，

.

そ
の
國
の
置
か
れ
て
ゐ
る
地
位
の
如
制
に
從
つ
て
は
/

國
是
に
眞
實
性
を
缺
き
フ
^

落
性
を
持
つ
も
の
も
あ
る
？
さ
ぅ
い
ふ
國
家
は
、 

诫

ヵ

.

.

詾
'

,

:
 

r

三

-

8

0

5
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.0 

. 

■ 

-
# 

コ
 I..

四
-

.

(

.四 
0
.六〕

.

戰
爭
に
際
す
る
場
合
、
戰
況
の
如
何
に
從
っ
て
：
瞰
錶
の
批
削
が
、
•
國
民
の
間
に
超
り
來
る
危
險
性
が
存
在
す
る
し
、
ま
た
さ
う
い
ふ

一
國
家
的■

. »
:
€)
:
觀

^ :

ぬ
3:
;

っ
.^ -
'

_

饮

故

私

歐

風̂̂

そ
れ
ぞ
れ
P

意
^'

に
お
い
て
、
世
界
觀
戰
爭
で
あ
る
'
,と
考
.
へ
、
そ
め
.
世
界
觀
の
ra
#

を
戰
爭
の
一
っ
の
重
要
'な
部
面
と
し
て
用
ゐ
て
ゐ 

る
場
合
，に
は
、
思
想
戦
の
犠
牲
た
，り
易
い
も
の
で
あ
る
6

さ
う
い
ふ
國
に
お
い
て
は
"

ii
t

界
觀
の
再
檢
討
、
從
っ
て
ま
た
再
建
が
要
請

さ
.れ
る
メ
 

• 

• 

' 

«

阈
是
の
理
論
體
系
と
し
て
の
國
家
思
想
が
確
立
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
、
思
想
戰
の
防
壁
は
、
.一
應
出
來
上
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い 

が
、
思
想
策
も
ー
っ
の
戰
鬪
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乾
側
に
お
け
る
强
カ
か
批
判
ま
た
は
攻
擊
が
行
は
れ
な
い
ど
も
限
ら
な 

/>
o

た
と
へ
ば
、
米
英
側
に
お
い
て
は
、
旣
に
戰
後
の
對
策
を
と
り
上
げ
て
、
樞
軸
側
に
對
す
る
思
想
攻
勢
を
行
っ
た
ゐ
：る
が
：ご
と 

く
で
あ
る
。•

か
く
の
ご
と
き
場
合
に
お
い
，て
は
、
こ
とg

重
大
性
に
鑑
み
て
、
.樞
軸
側
に
お
.
い
て
も
、
最
も
適
別
な
思
想
と
七
て
の
.そ
： 

の
具
體
的
對
策
を
對
置
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
現
に
わ
が
國
の
ご
ど
き
は
、
對
華
新
政
策
に
お
い
て
•

從
來
米
英
等
が
侵
略
购
目
的
を
も
'
' 

.
っ
て
採
用
し
來
っ
，た
對
華
政
策
を
廢
棄
し
、
新
し
い
政
策
を
も
っ
て
、
こ
、れ
に
臨
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
滿
充
し
、
併
せ 

て
、.
わ
が
日
本
の
世
界
に
要
求
す
名
と
こ
ろ
.|
:

堂
々
理
論
的
鼠
系
に
お
い
て
公
表
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
m

fc

思
想
戰
と
い
ふ
. 

や
う
な
立
場
の
■み
か
ら
で
は
^

く
、
世
界
を
指

導

す
る
力
と
な
る
か
■も
知
ル
な
い
•
の
で
あ
る
。

.

'

國
內
に
お
け
る
思
想
の
確
交
は
、
•
以
上
の
や
う
な
性
格
を
持
っ
も
の
で
あ
る
が
、
確
立
の
逾
程
疋
お
い
て
は
？
い
ろ
七
4

の
思
想
の 

批
刺
贫
一
が
問
題
と
な
る
-,
°

殊
に
現
往
の
國
家
の
、立
場
と
矛
盾
す
る
や
：巧
か
田
心
想
が
存
在
す
る
と
き
、
そ
の
是
lb

は
.
.
最
もE

要
.で
あ 

る
。
こ
.

6
場
合
、
一
般
的
に
思
想
銃.一

の
方
法
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
敎
育
.棺
瀵
で
あ
、る
。
そ
れ
は
、
國
內
思
想
戰
め
意
味
を
：
 

毖
っ
も
の
'
で
.
办
る
が
、
热
1

の「

戰」

を

强

調

す

る

？
と
'に
よ
、つ
て
、

あ
る
種
.
の
思
き
め
.
掃
蕩
•

打

破
*
^:

滅
を
期
す
る
こ
と
は
、

.
國
家
.

.

.的
立
場
と
し
て
*

當
然
で
あ
る
が
、.
.政
洽
的
方
法
と
し
て
は
、
最
も
！̂
明
で
あ
る
と
は
•
い
从
得
な
い
。
ぞ
れ
が
不
幸
に
し
て
同
贴
に
ょ 

つ
て
懷
か
れ
て
ゐ
る
場
合
、
敎
育
と
指
遨
と
が
、
ま
づ
第一

の
是
正
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
.
て
、
そ
の
場
合
、
一
般
の
思 

想
へ
の
警
と
い
ふ
見
地
か
ら
、
ま
た
は
' 

1
般
思
澈
へ
の
影
®

へ
の
.
考
慮
.を
必
要
と
し
な
い
と
い
ふ
1

地

か

ら

は

、

田

|:
-

的

論

戰

を
 

揋
開
す
る
こ
と
も
，
ょ
い
で
あ
ら
う
o

さ
う
い
ふ
思
想
的
論
戰
め
趣
貰
は
、
敎
導
に
あ
；̂

■の
ぜ
必
つ
.て
V

威
壓
や
爾
迪
に
あ
る
の
で
も 

な
く
、
ま
た
個
人
的
攻
擊
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
こ
■
の
こ
と
ば
、
國
内
思
想
戰
の
場
合
に
お
W

七
、
最
も
注
意
を
必
要
と
す
る
も
'の
で 

あ
る
。
均
し
く
同
胞
で
あ
り
、
國
家
.の
樺
成
員
で
あ
る
と
い
ふ
谀
本
事
.實
を
忘
却
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
導
く
と
と
が
.肝
要
で
あ
るo
 

さ
う
士
ふ
!1
.

虛
.
の
立
場
に
.
立
た
な
い
限
り
、
被
批
判
者
は
、
批
判
者
を
も
つ
て
、
獨
善
的
.
*獨
斷
的
で
あ
り
と
い
ふ
で
あ
ら
ラ
し
、ま
た 

髙
壓
的
權
カ
的
で
'
あ
る
と
感
ず
.る
で
ゐ
，ら
う
。

と
き
，と
し

て

、

思

想

對

策

と

稱

し

て

、
他
に
對
し
て
大
聲
叱
咜
し
て
‘
ゐ

る

個

人

を

み

か

. 

け
る
の
で
.

f
 

■が
、
か
く
の
ご
と
き
は•

、.
單
に
反
感
を
そ
、
る
結
來
1

招
べ
に
過
ぎ
な
い
で
あ
k

う
。
而
しW

、. 

_

分
の
.
み
を
宜
し
と〉 

し
、
他
を
泜
級
者
i

ひ
に
す
る
こ
と
は
、
獨
善
者
の
常
に
陷
る
缺
陷
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
單
に
國
民
中
の
ニ
致
を
亂
す
効
梁
化
み
し 

か
持
た
な
い
場
合
が
あ
る
。
指
導
者
於
た
は
自
ら
指
導
者
を
も
つ
て
任
ず
る
人
達
の
#
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
るO

V
V

 

.

敎
宵
指
導
に
ょ
つ
て
、•
國
内
思
想
の
'

確
立
が
行
.，は
れ

た

と

き

、

思
相
心
戰
の
體
制
は

”

そ
の
根
本
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
'.
'
'
.
.
§

 

戰

カ

一

蜇

大

ノ

な

精

神

的

戰

カ

——

が
形
成
さ
れ
六
の
で
あ
る
。
思
想
戰
備
が
出
來
上
つ
た
譯
で
あ
る
。
こ
の
^:

き
*

思

想

戰

の

，
第

1
1
.
. 

段
^

へ
動
員
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
第
一
一
段
階
と
は
、(.一

)

防
衞
的
思
想
戰
と
し
て
の
敵
國
思
想
攻
勢
に
對
處
小
る
と
と
で
あ
セ
、S

)

: 

一.
：：:;へ

.：

階
.̂
.
第
；

〕

鳴
敵
顧
遺
瀨
欢

.
る
か
ら
こ
の
場
合
^

は
、
武
カ
戰
に
お
け
る
遭
遇
戰
と
同
じ
く
、
，個
>

の
場
合
.の
"
攻
勢
に
對
處
す
る
ヒ
と
-
で
あ
る
0

思
想
戰
と
レ
て
.
.
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力
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パ
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I
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S

0

6

 

■
一
 

. 

本
格
旳
，?.
も
の
は
、
.國
內
的
體
制
の
確
立
に
‘
對
す
る
敵
國
思
想
崩
壞
11
:

作
で
あ
る
9

こ
の
乙
と
は
、
次
の
ご
と
き
事
項
を
包
含
す
る
。

•

.
1

,
，敵
.國
思
1.
0

全
面
的
批
判
で
あ
る
。
;̂
■

の
場
合
、
自
•國
に
お
け
る
思
想
勝
制
が
、.
最
も
堅
固
な
裁
礎
の
上
に
置
か
る
ベ
、
き

は

い

-

. 

.
'
ふ
ま
で
も
な
い
5

批
判
の
，蕋
準
が
•

こ
.
-

に̂
あ
る
か
ち
で
あ
る
。
こ
の
邀
準
灯
下
に
、
敵
國
の
思
想
に
對
し
.
て
假
借
す
る
こ
と
な
’

.

.

/、、
合
驵
的
批
.判
を
下
す
の
で
.
あ
る
。
•そ
れ
は
"

單
な
る
罵
臂
識
請
で
あ
つ
.て
は
、
思
.想
戰
の
意
味
を
な
さ
な
V>
,
。
そ
れ
は
國
内 

,〜

に
お
け
る
獨
ゲ
高
し
と
，す
ム
も
の
の
大
聲
叱
陀
以
下
の
名
の
.
と
し
て
取
揪
は
れ
る
で
あ
ら
う
0

.
こ
の
場
合
、
炎
も
必
，要
と
す
る
と
’ 

こ
ろ4

T

敵
を
知
セ
ノ
己
女
知
-
る
で
と
で
.
あ
る
。
思
想
も
、
蕺
も
武
力
載
と
興
k

尨
い
Q

マ
發
弾
は
、
'効
艰
の
.な
い
も
の
で
あ
る
。

ノ
コ
、
第
一
は
原
孤
的
な
，も

、

Q

で
t

於
、.
こ
れ
に
對
し
て
第
二
は
、
實
際
的
な
方
面
に
關
す
る
思
想
戰
で
あ
る
。
敵
國
の
國
家
の
急 

.

.
所
|

く
こ
と
に
よ
0
.
'て
國
民
に
衝
動
を
與
へ
る
に
あ
る
0

'
敵
國
の
缺
陷
.の
指
概
で
あ
る
。
次
に
、
.敵
國
民
が
旣
に
潜
在
的
に
不 

.

平
不
滿
を
持
つ
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
■を
朋
確
に
指
摘
し
、
、續
いV

、

そ
，の
不
平
.
不
滿
.
の•
合
齔
的
极
據
を
提
供
し
、
‘
敵
闽
阔2

：

‘體
制
の
，■弛
讓
を
誘
引
す
る
戰
法
で
あ
る
。 

.

•

'

•

こ
れ
ら
は
.、
思
想
戰
の
最
も
重
要
部
面
を
占
め
.る
も
の
セ
あ
る
。

以
上
の
論
述
に
-
.よ
つ
.

V
、

明
瞭
で
，あ
る
や
う
に
、
思

想

戰

,
 

は
如
，可
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
思
想
的
明
快
性
を
持
.
た
ね
ば
な
ら
念
い
こ
と
で
あ
る
。
田
心
想
は
、
信
仰
の
上
に
立
つ
場
合
も
^
り
得 

る
.が
、
そ
れ
を
思
想
職
の
用
具
と
し
て
用
ゆ
る
と
脅
は
、
そ
の
信
仰
は
單
な
る
直
感
感
情
の
形
態
に
叙
い
；て
：で
:^

な
：ぐ
ゥ
明
快
%

論
理
.

の
形
態
ま
た
は
囊
性
Q

I

に
#

い
て
、•
表
現
さ
れ
t

l

必
要
と
す
I

t

う
‘

I

な
い
I

ば
.、1

1

1

ノ
. 

人
の
獨
セ
よ
が
り
に
.
墮
す
石
こ
と
と
な
る
.

で
あ
ら
う
？
警
戒
す
べ
き
こ
'と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
思
想
は
、
戰
爭
に
お
け
る
精
神
力
の
增
强
で
あ
る
か
ら
•

さ
う
い
本
形
態
に
お
5
て
、
養
成
せ
ら
れ
、
指
薄
さ
る
べ
含 

も

.c >

.
一
で
あ
る
？

ま
た
田
心
想
戰
は

”
.武
力
戰
に
..お
け
.
.る
電
擊
戰
c >

ご
と
き
効
果
を
持
ち
得
な
い
。】

'步

ー

步

ぃ

ー

弥

ー

職

の

^
.採

な
-#
报

し
か
擧
げ
得
な
い
の
で
あ
る
加
ら
、
そ
の
歌
ひ
'
.は
持
辍
的
で
な
け
れ
ば
な
、ら
な
v v
o

そ
れ
は
V

す
べy

の
.田|
想

の
#-
-
在

性

格

で

あ

る

か
 

ら
‘
で
•あ
る
。

'

/
 

U
1

■ 

‘ 

、

戰
カ
と
し
て
の
.
人
的
*

物
的
紐
，織
>̂
*

精
刺
盼
.要
素
を
論
.じ
た
の
：が
、
'
以
_上
.
で
あ
.
.る
が
、
.

そ
れ
ら_と
著
し
.く

異

る

も
<6
-
.と
し
.て
.、.こ
i. 

に
擧
ぐ
べ
含
も
の
は
、
戰
カ
と
し
て
の
自
然
で
あ
.る
o

こ
れ
は
、
人
間
の
力
に
お
い
て
、
多
く
の
場
合
如
何
と
も
な
し
得
，な5

も
の
で 

あ
る
。
勿
論
最
近
に
お
け
る
技
術
の
進
歩
は
、
徐
々
に
こ
れ
を
克
服
し
つ
V

あ
る
の
は
-

事
^•

で
あ
る
。>
交
.通
機
_

の

發

達

、

殊

.
に

內 

燃
機
關
に
ょ
る
船
艦
の
航
行
は
*

大
洋
を
自
在
の
突
通
下
に
置
い
て
§

o

鐵
f-

自
動
寧
の
發
展
は
、廣
漠
た
る
大
_

の
進
軍
を
可
：能 

い
な
ら
1>
'

:
め
^

ゐ
'
农
し
；:-
'

_

洛
'機
、の
進
_

は
、パ
游
醒
(0

速
歡
'̂

著

^
-<
;
;
增

深
く
敵
國
內
に
攻
擊
を
加
へ
る
可
能
性
を
持
つ
に
至
つ
％

し
か
も
^ .

ほ
、
現
在
の
技
術
の
狀
態
ft

お
い
て
ば
、
自
然
は
、
と
れ
ゼ
持 

つ
も
の
に
對
し
て
は
、
ニ
つ
の
防
壁
た
る
の
.役
割
を
演
じ
-て
ゐ
、る
。

-
戰
爭
は
、行
動
だ
か
’
ら
ち
あ
る
。
ナ
ナ
の
戰
郇
理
論
家
！{
'デ
ュ
ア
.
ル
ト
'

ハ
ン
‘
ゼ
は
、
戰
•

は
、
地
理
的
•現
象
だ
.
と
，
い
つ
て
ゐ
る
が
、
攻

：
 

勢
寧
に
と
つ
弋
も
、
防
衞
者
に
と
つ
て
も
、
こ
.

の
こ
と
、ば
事
實
で
，あ
る

o

.

m
場
が
海
上
に
置
か
れ
る
に
し
ろ
/

象
た
陸
上
に
存
在
す
る
.
. 

に
せ
，ょ
、
戰
ふ
も
の
は
こ
の
地
#

に
ま
で
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

.

:

 

、
_

■

エ
デ
コ
，
ア

ル

ト
;<

ン
ゼ
ゆ
漣
論
は
-
ニ
つ
-

の
2

:
容
を
持
つ
て
ゐ
る
9
 

' 

.

，

‘ 

' 

,

.

笫-1

、
戰
域
と
し
て
の
領
域
で
あ
み
。
戰
垅
.の
.面
積
ゆ
國
の
廣
さ
で
あ〔

.る
タi

國
'が
廣4

<

な
面
橫
か
ら
成
.立
し
て
を
り
、
そ
の
中
に
、

1

宛
の
人
ロ
絷
：と
.?:

れ
ら
の
，集
圑
の
持
つ
社
會
的
發
展
が
相
當
の
も
の
で
あ
る
.と
す
れ
ば
ノ
そ
の
自
然
的
‘要

素

は

”
大

き

な

防

衞

障

壁

. 

龙
り
得
名
パ
勿
論
、
征
观
當
時
の
，ア
メ
リ
カ
.
•イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
と
ョ
！ 

がX

諸
取
族
の
や
ぅ
：な

社
會
的
發
展
の
程
度
の
相
違
セ
は

.
r

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■ 
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v
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'
'
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'
V
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-
v
.
/
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.

.

.
:
'

'

, 

* 

- 

. 

.■:
■
.

-

;s

然
も
何
等
の
防
墜
た
り
得
な
い
が
、
か
く
.の
ご
と
き
顯
著
な
差
違
の
な
い
場
合
に
は
，、
自
然
の
障
寄
を
防
禦
力
と
し
て
計
算
し
な
い
. 

と
と
は
危
險
で
あ
，る
。
地
形
、
氣
候
散
ど
.
の
要
素
も
計
®

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
峻
崎
な
山
脈
、
原
始
的
山
林
-

酷
寒
暑
熱
の
氣
候
、
傅 

染
病
源
の
存
往
な
ど
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
はr

國
の
海
岸
か
らj 
.一
千
哩
' 

三
千
哩x

の
奧
^

へ
：の
«.

據
«1

の
課
定
が
、
太
き
. 

な
自
然
的
防
歷
.を
建
設
し
た
ご
ど
，を
意
味
す
る
し
、
氣
候
的
に
は
、『

冬
將
軍』

な
ど
•
の
言
葉
に
ょ
っ
て
現
さ
れ
る
厳
©

な
も
が
は
、
同 

じ
くJ

つ
の
自
然
的
防
衞
を
形
成
す
る
o

.

.

ゾ
.

,

,
 

,

.

-

.

- 

第
二
、
"
戰
域
に
常
に
伴
ふ
概
念
で
あ
る
が
4 

•本
國
の
前
進
基
地
'か
ら
戰
域
に
い
た
る
ま
で
.の
距
離
で
あ
る
_

o

こ
.の
こ
と
は
，
戰
W

能 

力
は
、
戰
場
へ
，の
距
離
の
©

乘
に
逆
比
例
し
て
發
瑪
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
兵
站
線
の
問
題
で
あ
る
。
現
代
の
, 

や
ぅ
に
汽
車
、
汽
船
、
自
動
車
、
航
空
機
の
進
步
し
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
#

在
し
な
か
っ
た
と
き
ょ
0;
-

-
は
、
戰
驴 

知
能
/
の
&

離
は
%

大
粘

て

お

名

。
：

-1
>
_が
* :

现
::
*

の
福
_

00
^

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
d
 

- 

. 

'

.

.

现
祀
の
戰
帮
は
、
か
V

る
職
域
と
距
離
の
自
然
的
條
件
に
ょ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
甚
だ
し
く
大
で
あ
る
。
，樞
軸
國
に
お
い 

ツM

戈

淤
_

軸
國
ぬ
載
クV

も
Y

硌

舶

、

：：

航

空
■

の
：問

題

が

焦

屑
^

薩

告

げ
*t
:

^

.l
v

掘

れ

る
の
は
、
匕
の
た
め
で
あ
る
。

.

丨

.

’ 

‘

'
:
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:

-

.
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.
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.
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- 

-
-
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-
- 

-
-

■-
.
-
- 
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-

-
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•

-
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■

:
に

-

. 
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-
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.

大
取
茆
戰
郇
に
お
’い

て

、

.わ
が
日
本
は
戰
略
的
に
優
位
な
據
點
を
古
め
て
.

ゐ
る
。
太
平
洋
に
龄
け
る
敵
據
點
の
古
領
.は
、
.'
:
こ
，の
；こ
と 

I

し
て
ゐ
る
。
擎
の
直
前
米
英
は
、
わ
が
日
本
に
對
す
る
A

B

C

び
の
包
圍
I

形
成
美
大
に
I

し
た
の
I

る
が
、
こ
の 

包
圍
陣
が
*

殆
ど
兜
全
-
に
瓒
破
さ
れ
た
。 

.

、

し
か
し
.
尨
が
ら
、
現
在
の
段
©-

に
お
い
て
V

敵
米
英
は
ゎ
れ
忙
對
す
る
包
圍
陣
を
完
全
に
失
ク
た
と
み
る
‘
こ
と
ル
出
來
な
ぃ
。
做
の

包
®

陣
は
箸
し
く
後
退
し
，て
ゐ
る
。
グ
ッ
チ
•

ハ
ア
パ
ア

(

ア
リ
ユ
ー

.
シ
ヤ
ン
群
島

0
——

バ
T

,ル
•
ハ
ア
バ
ア
-

-

-
.マ
一
一
ラ
|

シ
^

ガ

ボ

ー

ル

——

重
慶
と
結
ん
で
.
ゐ
た
包
圍
陣
は
、
東
部
に
>

い
，
て
、
ゥ

エ

一

中

島

、

西
南

部

に

お

い

て

、

香

港

”

フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
、
マ
レ

.

.

.
€半
島
只
ピ
^
マ
;.
.
;
;
'
被

印

度

諸

島

の

古

懷

迄

_

^

:
:
0ゼ
：描
^

業

序

律

の

泳

：域

ば

3
:
^
^
 ̂

こ
；
；
.
.
：

',
:
:へ5

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
西
^

^
地

I

サ
ン
フ

•ラ
ン
シ
ス
コ
灸
よ
び
.サ
ン
-•

チ
ヤ
ゴ
を
®
點
.と

し

て
西
へ
ハ
ヮ
ィ
め
バ
ア
ル
，
ハ
ア
バ
ア 

•

が
あ
る
。
。ハ
ア
か
•
ハ
ア
バ
ア
か
ら
北
に
ミ
ッ
ド

ゥ

エ

ー
、
グ

ッ

チ
•
ハ
ア
バ
ア
の
線

が
あ
る
。
西

ぎ
に
米
領
•お

よ

び
英
領
諸
島

i

じ

' 

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
‘
に
向
■
ふ
線
.が
あ
る
。
ア
メ
リ
力——

オ
1
ス
ト

ラ

リ
ア
線
^
も
い
ふ
べ
き
も
の
だ
タ
前
線
上
の
ソ
'
.
.
ロ
モ
V-
群
島
. 

に
お
い
て
、
わ
が
占
領
地
•か
ら
南
に
延
び
る
線
と
ほ
^
直
角
に
、

戰
火
.が

交

鎖

さ

れ

V

ゐ
.
る
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
が
こ
れ
で
あ
る
。

オ
|
ヴ
ト
ラ
リ
ア
か
ら
北
上
し
て
ィ
ン
ド
に
達
す
る
線
は
、
ィ
ン
ド
洋
の
中
を
通
ネ
る
路
線
で
あ
る
が
、
東
印
*

r

M

來

半

島

へ

.
ビ 

ル
‘マ/を
制
壓
き
れ
た
敵
は
’
と
わ
路
線
の
安
全
を
期
す
る
と
と
は
容
易
^
と
と
で
は
あ
る
^
い
.。

. 

.

‘

し
か
し
愈
が
ら
、
.こ
れ
ら
の
據
點
火
'遒
慶
を
加
ベ
.て
、
.
現
在
に
お
い
て
も
、
日
本
に
對
す
る
包
圍
陣
形
の
殘
骸
を
持
つ
て
ゐ
名
^
け
. 

ぐ
.
.は、「

：た
1>
か
、で
#
务
0
:
:
:̂
;
-
:
:
の

每

：

今
一
涵
ゆ
杈
い
，
、
て
：
は
、
：

.*:
早
人
&
:̂
1)
.
;包
幽
»
の ̂

て
ゐ
な 

い
。
A

B

C

Dの
包
圍
陣
は
、
1經
觫
戰
郇
的
意
味
を
持
つ
て
•■ゐ
た
だ
け
.
•に
、
わ
が
國
.に
よ
る
•そ
‘の
克
服
は
、
.わ
が
國
に
そ
れ
の
有
す
る
' 

經
濟
ガ
を
あ
る
程
度
ま
で
與
へ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
外
側
に
形
成
さ
れ
て
.ゐ
，名

來

英

の
.陣
形
は
、
わ
が
國
に
對
し
て
海
空
の
ゲ
リ
ラ
，、
 

的
戰
術
に
よ
つ
て
消
耗
を
促
進
さ
せ
よ
ぅ
と
す
る
I
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
、
潜
水
_
戰
術
を
1

し
、
氣
東
空
§
^
贫
像
1>
て
ゐ
る 

の
.も
、
そ
の
目
的
は
、
こ
i
に
あ
る
‘で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
こ
.と
.は
絕
對
不
可
能
の
と
と
で
な
い
こ
と
は
、
わ
が
當
局
も
こ
れ
を
認
め
て
ゐ 

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に
，對
し
て
充
分
の
準
備
を
必
要
-と
す
る
;0
、
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い
まr

か〜

る
見
她
か
ら
わ
が
日
本
の
現
祚
置
か
れ
て
ゐ
る
地
位
を
み
ょ
ぅ
？
日
本
邊
周
に
お
け
る
敵
最
大
の
根
據
地
は
米
本
土
で 

あ
る
9

米

本

土

ぱ

ア

，
ラ

ス

ヵ

の

ア

9

,ユ

ゥ

シ

ヤ

シ

群

岛

か

ら

，
力

ナ

ダ

、
に

及

<

び
,
贺

に

ス

シ

ン

>

ン
'
州

、

オ

レ

ゴ

ン

州

.*
ガ

リ

フ

オ

ル

！

I 

.
了
#!
に

續

く

、

太

平

洋

m

岸
を
形
，成
す
■る
9
そ
の
前
進
邋
地
は
、敗
北
部
に
お
い
て
は
ア
•リ
ラ
ー
シ
ヤ
ン
群
島
の
ダ
ヴ
チ
•
ハ
ア
バ
ア
で 

あ
る
。
取
束
を
起
點
と
し
て
、
ダ
ッ
チ
*
ハ
ア
バ
ア
ま
で
ニ
.六
五
八
哩
で
’あ

る

,°
中
央
部
の
莶
地
は
サ
レ
*
フ
ラ
ン
シ
ス
、コ
並
に
サ
ン
• 

デ
ヤ
ゴ
で
あ
る
0
そ
の
，前
進
跑
她
が
ハ
ヮ
ィ
の
眞
珠
灣
で
.あ
る
ノ
さ
ら
.に
ミ
ッ
ド
ゥ
本
丨
島
で
'あ
る
。 

' 

-

す

/

サ
ン
！フ
ラ
ン
シ
ス
コ
I
I-
眞
珠
灣
，
ニ 
0
九

1
1.
.

1
 

、

• —

サ
ン
.デ

ャ

ゴ

丨

眞

珠

灣
.
■-
三

，七
八•哩

.
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、

-

眞

爵

私

ミ

；グ
德
载
ェ
；

-1
,

■令 

へ'.
.
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,

米
本
土
か
ら
眞
殊
灣
，へ
ニ
千
餘
哩
ミ
ッ
ド
ゥ
エ
ー
鳥
へ
三
千
ニ
酉
餘
哩
で
あ
る
。.
こ
•の
最
前
線
か
ら
東
京
へ
の
距
離
は
、
ニ
.千
ニ
百 

五
十
哩
で
あ
る
o
わ
が
本
.土
へ
最
も
近
い
ゥH

彳
.キ
癌
m
大
鳥
島)

ぼH-

七
百
四
十
哩
で
あ
る
。
ゥ
i

1
キ
島
か
ら
眞
珠1

：

ま
で
は
：
一
千 

四
哩
で
あ
る
。

，

、

, 

< 

-

*
■
. 

ノ 

’ 

そ
こ
で
•、
.ダ
ッ
チ
•
ハ
ア
バ
ア
か
ぢ
わ
が
衆
京
へ
は
、一

一
千
六
百
五
十
八
哩
で
あ
、石
か
，ら
、東
太
平
洋
方
面
か
ら
日
本
へ
の
最
M

離 

は

、

ミ

ッ

ド

ゥ

エ

ー

の

ニ

千

，ニ

诤

五

十

哩

で

あ

る

。
、
觅

に

、

西

方

を

‘
れ
ば
、
.第I 

K
•
支
那
大
陸
が
.あ
る
，
蔣
介
石
軍
の
根
據
地
ば
、
.

k

本

：
へ.
_
膨

樞

軸

鼠

陣

營

咚

尨

办

る

*

短
、驗

ヤ̂

最

-;
>
:藉

介

浓

軍

：坟
、
^
^
^
^

あ
り
、
他
の
一
つ
は
.

航
空
條
件
で
あ
る
。
.
在
支
ア
.メ
リ
ヵ
空
軍
は
3
、
四
苗
機
の
.戰
鬪
機
.
.爆
擊
機
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、'
わ
が
日
本 

へ
の
攻
，擊
を
可
能
な
ら
し
め
る
爆
弾
、
燃
料
の
輸
送
，路
に
大
き
な
困
難
が
あ
^
。
第
二
-は
、
ィ
ン
ド
方
面
で
あ
る
。”
昭
南
島
ま
で
で
も
、
 

.海
路11

千
九
苕
五
哩
に
及
ぶ
。
ど
の
方
面
か
ら
の
直
接
の
航
择
は
、
，不
可
能
で
あ
る
。
.南
の
方
面
は
、
ソa

モ
ン
群
鳥
に
.
.近
ぃ-'
\

ヲ

ボ

’丨

，ル
ま
で
旣
忆
ニ
.
千
五
百
五
十
哩
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
■二
 

V

ま
で
行
け
ば
：、

四
千
三
百
七
十
五
：哩
の
遠
路
で
あ
：る
。
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'こ
れ
を
大
觀
す
る
とV

わ
が
日
木
の
周
邊
約
ニ
吁
哩
以
内
に
お
い
て
は
*
敵
の
使
用
し
得
べ
き
航
空
菽
地
は
存
往
し
な
い
o
:
支
那
大
：
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陸
の
.
重
慶
側
は
、
こ
れ
ょ
り
も
近
距
離
で
.あ
る
が
、
W

述
の
や
ぅ
な
；次
第
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
仳
わ
れ
に
し
.
て
、
こ
.
の
距
離
的
防
壁
.

を
売
金
に
維
持
す
れ
ば
、
わ
が
本
土
に
對
す
る
坎
擊
'は
各
易
.の
こ
i

ではない。
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•
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戰
カ
の
發
揮
.
に
お
け
名
原
則
は
一
.
層
こ
の
‘

こ

と

の

容

易

で
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
，る
。

戰
カ
の

.

發
揮
は
距
離
.
の
自
衆
に
反
比
例
すK

V
.

.

*

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
戰
線
へ
れ
距
離
の
大
小
は
'

他
'の
條
件
に
お
い
て
均
，し
い
も
の
と
す
れ
ば
、戰
カ
の
大
小
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

,

•

同
じ
千
哩
の
距
離
の
.
航
路
線
を
持
つ
も
の
と
す
れ
'
ば
、
そ
れ
は一

•
對
1
.

で
あ
る
と
い
ひ
得
る
。
し
か
る
に
/
 

,ー
方
が
ニ
千
哩
、
他
.

，

’
. 

.

方
が
四
千
哩
の
航
路
線
を
持
つ
場
合
に
は
、
輸
送
の
關
係
に
.
お
W

て
、
後
者
が
甚
し
く
不
利
で
あ
る
。 

• 

， 

.

•

, 

い
ま
日
本
.に
對
米
英
の
戰
领
に
お
い
'て
、
對
英
海
戰
に
お
い
て
、
ペ
シ
；

カ
ル
灣
を
戰
場
と
す
れ
ば
、
英

本
土
め
プ
リ
マ
ス
•か
ら
、
約

七
千
哩
で
、あ
り
、
わ
が
九
州
の
港
か
ら
1
1
:千
.五
.
西
哩
、で
あ
ら
ぅ
.

0
オ
ーK

ド
ラ
リ
ア
の
シ
ド1

1

彳
と
す
れ
ば
、英
本
土
か
ら
一一

、
ニ
〇 

'

,

0

哩
の
距
離
を
持
つ
て
ゐ
，
る

。對
米
悔
戰
.
に
お
‘
い
て
、
^

3

^
平
洋
に
お
い
.
ズ
、
は
、
，
、、、
ッ

ド
ヴ
ユ
ー
は
、
米
本
土
と
日
本
本
‘
土
と
の
ほ
で
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'小
即
に
位
し
七
や
る
ァ
南
方
太
平
洋
に
お
い
て
ゆ
、
ア
乂
リ
カ
か
ら
の
距
離
は
、
わ
が
距
離
に
比
し
て
、
箸
し
く
遠
い
。
し
か
も
-

こ
, 

: 

,
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の
對
米
海
戰
に
.お
い
て
、
わ
が
艦
隊
の
持
.0

便
梵
は
常
に
、
内
線
作
戰
で
あ
る
こ
と
で
あ
.
る
？
そ
の
行
動
は
、
圆
の
中
心
か
ら
1

觉
の 

.

半
徑
を
も
つ
て
足
り
る
し
か
る
に
、
T

メ
'
リ
カ
.
海

戰

，の
行
動
枚
日
本
海
戰
の

'勢
力
の
分
散
ま
た
は
，消
耗
を
策

.す
る
た
め
に
は
、
常
に
、

, 

' 

-

か
、
る
日
本
の
行
動
半
徑
の
圆
周
を
ば
る
、か
萌
’方
か
ら
、
東
方
|へ
か
げ
て
行
勸
^
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
と
い
ふ
點
に
、
行
動
半
枰
の
百
：
‘ 
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大
性
が
隨
伴
1
て
ゐ
る
。
と
の
こ
上
は
、
空
中
®

に
つ
い
て
も
い
a-
,’得
る
と
こ
ろ
で
あ
.
0弋
"
行
動
半
徑
が
'大
.き
さ
が
陴
窖
を
な
し
て 

-
 

ゐ
る
o!
そ
れ
を
宽
服
す
る
た
め
，
の
太
平
洋
上
か
.ら
日
本
爆
擊
：の
後
、
安
那
大
陸
に
.

i

た
る
行
動
半
抨
の
短
縮
に
お
い
て
も
、
旣
に
失
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*
こ
以
こ
と
は
、
睦
上
に
お
い
て
も
、
い
ひ
#.

る
こ
と
で
あ
る
。
_
獨
ソ
戰
に
->

い
て
、
ド
*

V

ツ
が
强
力
な
力
.を
，
特

、
つ

に
も
枸
ら
ず
、
そ 

>
の
結
米
に
容
思
に
達
し
得
な
い
の
は
、
'第
.

一
に
ソ
聯
，領
土
"
の
廣
大
が
面
费
を
持
-0

こ
各
あ
る
。
こ
の
廣
肌
な
領
域
の
上
に
、
多
量
の 

人
ロ
と
ゥ
ラ
ル
山
‘
以
束
の
ゥ
ラ
ル
グ
ズ
.ネ
ッ
ッ
地
帶
‘
の
擊
圈
外
の
と

.
こ
ち-
に
持
つ
經
牌
戰
カ
，が

.
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
一
に
は
ソ 

腳
領
の
持
つ
氣
候
で
.あ
る
。
ゾ
聯
領
の
氣
候
、
沸
に
寒
跋
は
、
ノ 
i

ゥ
の
'
海
岸
を
北
流
し
て
、
ナ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
に
ま
で
衝
す
る
メ
キ
' 

シ
コ
4

.^
か
ら
以
距
離
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
、
.
ご
と
く
で
あ
る
。
而
し
.
て
、
、こ
の
酷
寒
は
、
特
，に

か

、
る

氣

喉

に

慣

れ

て

. 

ゐ
一
な
ハ
も
の
に
と
つ
て
は
、
行
„励
の
故
雖
を
す
ら
感
ず
る
。
ド
ィ
グ
軍
は
こ
の
困
難
を
克
服
し
，な
け
.れ
ば
.な
ら
な
い
，の
で
お
る
。
か
、

•

る
氣
候
と
領
域
と
を
有
つ
ソ
聯
は
、‘
.商
然
的
防
饌
を
持
つ
も
の
と
‘-い
ふ
と

■と
.が
出
来
ょ
ぅ
。
勿
論
、
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
は
絕
對
不
. 

げ
ぼ
で
は
な
い
。
钥
對
的
闹
難
で
あ
り
ノ
西
火
な
戰
カ
は
、.
こ
れ
を
^
兄
服
す
る
こ
と
が
出
來
る
に
盡
る
で
あ
ら
ぅ
。

す
<

て
戰
カ
と
し
て
め
自
然
は
^

8

的
.な
も
(7
)
.
で
は
な
<

、.
防
壁
と
し
て
の
役
_

と
價
値
と
紀
持
つ
に
過
ざ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

.

こ̂

で
遛
^

か
^-
^

を
敗
へ
る
こ
と
は
愼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
國
の
持
つ
自
然
カ
は
ノ
こ
れ
女
計
算
外
に
置
き
敵
國
に
抒
す 

る
自
然
的
防
壁
を
渴
量
す
る
こ
と
こ
そ
*

愼
重
な
態
廣
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

,
‘以
上
の
戰
カ
論
1
、
戰
カ
を
靜
態
，的
に
觀
察
し
た
も
の
’で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
動
態
的
に
如
何
に
組
織
す
る
か
は
、
別
の
機
#
に
^
い 

て
論
ず
る
こ
と
>.
し
て
、
：こ
\'
に
筆
を
»
く
。(

昭
.和
十
八
.华
五
月
十
七
日
稿
了) 
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第J

節
阈
家
的
鸫
濟
計
道 

.
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.第

.四
節
.：.
.國
家
的
欲
求
判
^
の：經
■濟
的
合
理
性
.
. 
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,

第
:-
^
節

煳

家
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欲

求

の

也

產

性
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現
代
の
統
带
貂
濟
が
構
成
的
で
あ
る
、と
.い
ふ
と
き
ば
、
”そ
の
特
質
ど
し
て
，
當
然
一
定
の
全
體
的
計
畫
性
を
備
へ
て
ゐ
な
け
れ
ば
た 

ら
ぬ
。
.全
體
的
S

性Q

な
い
統
制
經
濟
は
決
し
て
構
诚
的
.と
い
ふ
I

が
.で
き
念
い
。
而
し
そ
震
的
•
計
畫
性
と
い
ふ
こ
と
は
觅 

に

t.
,然I

定
の
»
却
%:
-念
豇
に
^
い
.て
，
ゐ

る

，
も
.の
1?
-あ
岑

こ

：
と

を

要

ず

る

0
卽

ち

あ

る

特

定

の

方

同

に

时

つ

て

國

民

徑

鳴

-を

指

導

し 

ょ

-5
と
す
.る
>意
圖
|:
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
0 

,
 

•

現
實
.
の
歷
史
的
經
過
に
お
い
て
、
画
家
の
積
極
的
な
全
售
的
性
%

俟
た
ず
'
U
.て
發
展
せ
名
锢
民
經
濟
か
ら
、
'今
日
の
世
界
各
國


